
北
朝
鮮
非
核
化
で
緊
密
連
携

　

ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
も
記

者
会
見
し
、
米
朝
首
脳
会
談

後
に
韓
国
と
中
国
を
訪
問
す

る
と
発
表
し
た
。
韓
国
で
康

京
和
外
相
や
訪
韓
す
る
河
野

太
郎
外
相
と
会
談
し
、
米
朝

首
脳
会
談
の
結
果
を
伝
え

る
。
中
国
指
導
部
に
は
対
北

朝
鮮
制
裁
維
持
の
重
要
性
を

説
明
し
、
非
核
化
実
現
ま
で

制
裁
を
緩
め
な
い
よ
う
、
く

ぎ
を
刺
す
狙
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
朝
鮮
戦
争

の
終
戦
宣
言
に
関
し
「
何
ら

か
の
合
意
に
署
名
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

同
時
に
、
会
談
が
思
う
よ
う

に
進
ま
な
け
れ
ば
「
席
を
立

つ
つ
も
り
だ
」
と
改
め
て
強

調
。
対
話
が
続
く
間
は
封
印

す
る
と
表
明
し
た
「
最
大
限

の
圧
力
」
と
い
う
表
現
を
再

び
使
う
こ
と
に
な
る
と
北
朝

鮮
側
を
け
ん
制
し
た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
林
浩
正
】
安
倍
晋
三
首
相
は
７
日
昼
（
日
本
時
間
８
日
未
明
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
１
２

日
に
開
か
れ
る
米
朝
首
脳
会
談
を
前
に
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
会
談
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
北
朝
鮮
に
日
本
人
拉
致
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
を
再
確
認
。
首
相
は
共
同
記
者
会
見
で
、
拉
致
問

題
の
解
決
を
目
指
し
、
金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
の
会
談
実
現
に
意
欲
を
示
し
た
。
日
米
首
脳
は
、
北
朝
鮮

の
完
全
非
核
化
に
向
け
て
緊
密
に
連
携
し
、
制
裁
・
圧
力
を
維
持
す
る
考
え
で
一
致
し
た
。ル

、
拉
致
問
題
が
前
進
す
る

よ
う
米
国
と
緊
密
に
連
携
し

た
い
」
と
強
調
。
北
朝
鮮
に

拉
致
問
題
を
ど
の
よ
う
に
提

起
す
べ
き
か
説
明
し
た
。
日

米
両
首
脳
は
、
全
て
の
大
量

破
壊
兵
器
と
あ
ら
ゆ
る
射
程

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
完
全
放

棄
を
定
め
た
国
連
安
全
保
障

理
事
会
決
議
の
履
行
が
必
要

だ
と
確
認
し
た
。
西
村
康
稔

官
房
副
長
官
が
記
者
団
に
明

拉
致
解
決
へ
大
統
領
提
起
確
認

は
８
日
、
金
正
恩
氏
が
１
０

日
に
空
路
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

入
り
す
る
と
伝
え
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
安
倍
氏
と

の
会
談
の
冒
頭
「
北
朝
鮮
が

非
核
化
し
な
い
の
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
」
と
譲
歩
し
な

い
姿
勢
を
強
調
、
会
談
が
不

調
に
終
わ
れ
ば
「
最
大
限
の

圧
力
」
を
か
け
る
従
来
の
政

策
に
回
帰
す
る
考
え
を
示
し

た
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
７
日
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
１
２
日
に

開
く
北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮

労
働
党
委
員
長
と
の
会
談

で
、
６
０
年
以
上
休
戦
状
態

に
あ
る
朝
鮮
戦
争
の
終
結
合

意
を
検
討
し
て
い
る
と
明
言

し
た
。
将
来
の
米
朝
国
交
正

常
化
に
期
待
を
示
し
、
会
談

が
成
功
す
れ
ば
金
正
恩
氏
を

米
国
に
招
待
す
る
考
え
も
表

明
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
と

の
会
談
後
の
共
同
記
者
会
見

で
語
っ
た
。
ロ
イ
タ
ー
通
信

金
正
恩
氏
１
０
日
現
地
入
り
か

め
、
私
は
北
朝
鮮
と
直
接
向

き
合
い
、
話
し
合
い
た
い
」

と
表
明
。「
最
終
的
に
は
私

と
金
委
員
長
で
直
接
協
議

し
、解
決
し
て
い
く
決
意
だ
。

問
題
解
決
に
資
す
る
形
で
日

朝
首
脳
会
談
が
実
現
す
れ
ば

良
い
」
と
の
認
識
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

同
時
に
「
日
朝
平
壌
宣
言

に
基
づ
き
国
交
を
正
常
化

し
、
経
済
協
力
を
行
う
用
意

が
あ
る
」
と
し
て
、
北
朝
鮮

が
拉
致
問
題
解
決
へ
具
体

的
な
行
動
を
取
る
よ
う
促
し

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
談
で
、

拉
致
問
題
を
米
朝
会
談
で
必

ず
提
起
す
る
と
明
言
。
安
倍

首
相
は
会
見
で
「
提
起
す
る

と
約
束
し
て
も
ら
っ
た
こ
と

を
、う
れ
し
く
思
う
」と
語
っ

た
。

　

首
相
は
会
談
で
「
米
朝
会

談
が
成
功
し
、
核
、
ミ
サ
イ

会談後に共同記者会見をする安倍首相とトランプ米大統領＝７日、ワシント
ンのホワイトハウス（共同）

首相、日朝首脳会談に意欲

セ
ク
ハ
ラ
耐
え

る
風
潮
変
え
て

東
京
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

米
朝
会
談
で
ト
ラ
ン
プ
氏

朝
鮮
戦
争
の
「
終
結
」
検
討

　

金
正
恩
氏
と
の
首
脳
会
談

は
１
回
で
は
終
わ
ら
な
い
だ

ろ
う
と
も
述
べ
、
交
渉
長
期

化
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

米
政
府
関
係
者
に
よ
る
と
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
期
目
の
任

期
が
終
わ
る
２
０
２
１
年
１

月
ま
で
の
非
核
化
実
現
を
追

求
し
て
お
り
、
金
正
恩
氏
か

ら
核
放
棄
に
向
け
た
具
体
的

な
日
程
を
引
き
出
し
た
い
考

え
だ
。

　

ポ
ン
ペ
オ
氏
は
、
北
朝
鮮

の
「
完
全
か
つ
検
証
可
能
で

不
可
逆
的
な
非
核
化
」
が
、

米
朝
首
脳
会
談
で
受
け
入
れ

可
能
な
唯
一
の
成
果
だ
と
強

調
し
た
。
自
身
が
過
去
２
回

会
談
し
た
金
正
恩
氏
が
非
核

化
に
前
向
き
な
意
思
を
示
し

た
と
語
っ
た
上
で
、
非
核
化

を
巡
る
米
朝
の
認
識
の
差
を

埋
め
る
作
業
は
進
ん
で
い
る

と
説
明
し
た
。

Ｇ
７
、
米
輸
入
制
限
巡
り
討
議

首
脳
会
議
開
幕
、
北
朝
鮮
も

セ
ク
ハ
ラ
禁
止
、
条
約
明
記
へ

Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
が
方
針
採
択

持
し
て
い
く
べ
き
だ
と
訴
え

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

「
Ｇ
６
対
米
国
」
の
構
図
と

な
っ
て
も
、
貿
易
赤
字
削
減

の
観
点
か
ら
輸
入
制
限
の
正

当
性
を
主
張
し
、
孤
立
を
深

め
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

北
朝
鮮
問
題
で
首
相
は
、

核
を
含
む
全
て
の
大
量
破
壊

兵
器
や
、
あ
ら
ゆ
る
射
程
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て

「
完
全
か
つ
検
証
可
能
で
不

可
逆
的
な
方
法
」
で
の
放
棄

が
参
加
し
、
５
月
２
８
日
か

ら
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
ま
と
め
た
国
際

基
準
案
を
基
に
議
論
し
た
。

基
準
の
枠
組
み
を
巡
っ
て

は
、
条
約
制
定
を
主
張
す
る

労
働
者
側
と
、
拘
束
力
の
な

い
勧
告
に
と
ど
め
た
い
使
用

者
側
が
対
立
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ

各
国
、
中
南
米
、
ア
フ
リ
カ

諸
国
な
ど
多
数
が
賛
成
し
、

６
月
２
日
に
は
条
約
と
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

一
方
、
基
準
の
中
身
に
つ

い
て
は
議
論
が
紛
糾
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
定
義
な
ど
の
条

項
は
固
ま
っ
た
が
、
修
正
案

が
相
次
い
で
出
さ
れ
る
な
ど

時
間
が
か
か
り
、
全
て
の
項

目
を
討
議
で
き
な
か
っ
た
。

報
告
に
は
議
論
が
終
わ
っ
た

項
目
の
み
が
記
載
さ
れ
、
残

り
は
改
め
て
議
論
す
る
。

　

ま
た
条
約
制
定
に
消
極
的

な
国
も
あ
り
、米
国
は
反
対
、

日
本
も
「
条
約
で
は
な
く
、

勧
告
が
望
ま
し
い
」
と
の
立

場
を
表
明
し
た
。
条
約
を
批

准
す
る
か
ど
う
か
は
各
国
が

判
断
す
る
。

成
田
で
も
１
１
日
か
ら
顔
認
証

出
入
国
審
査
、
新
ゲ
ー
ト
運
用

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
即

応
態
勢
強
化

欧
州
カ
ナ
ダ
国
防
費
９
兆
円
増

正
恩
氏
そ
っ
く

り
さ
ん
拘
束

米
朝
会
談
控
え
た
空
港
で

ラ
ン
プ
米
政
権
の
輸
入
制
限

を
踏
ま
え
、
通
商
問
題
を
巡

り
討
議
。安
倍
晋
三
首
相
は
、

対
抗
措
置
の
応
酬
は
ど
の
国

の
利
益
に
も
な
ら
ず
、
自
由

で
公
正
な
貿
易
が
重
要
だ
と

主
張
す
る
見
通
し
。
欧
州
や

カ
ナ
ダ
も
懸
念
を
表
明
す
る

と
み
ら
れ
、
Ｇ
７
内
の
対
立

は
必
至
だ
。
北
朝
鮮
の
非
核

化
に
向
け
た
米
朝
首
脳
会
談

の
成
功
を
後
押
し
す
る
方
針

で
は
一
致
す
る
。

　

９
日
の
閉
幕
に
伴
い
採
択

さ
れ
る
首
脳
宣
言
の
取
り

ま
と
め
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
と
み
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
７

日
、
米
の
輸
入
制
限
や
イ
ラ

ン
核
合
意
離
脱
を
受
け
、
米

国
抜
き
の
合
意
も
あ
り
得
る

と
の
見
方
を
示
し
た
。
カ
ナ

ダ
政
府
高
官
も
、
成
果
文
書

の
作
成
が
難
航
し
て
い
る
こ

と
を
示
唆
し
た
。
首
相
は
閉

幕
後
、
記
者
会
見
す
る
。

　

初
日
の
討
議
は
、
世
界
経

済
や
北
朝
鮮
問
題
な
ど
が

テ
ー
マ
。
首
相
は
Ｇ
７
と
し

て
自
由
な
貿
易
ル
ー
ル
を
維

本
の
旅
券
所
持
者
で
身
長

１
３
５
セ
ン
チ
以
上
で
あ
れ

ば
、
事
前
申
請
な
し
に
利
用

で
き
る
。
ゲ
ー
ト
導
入
で
、

日
本
人
の
出
入
国
を
担
当
し

て
い
た
審
査
官
を
外
国
人
の

審
査
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
混
雑
を
緩
和
で
き
る

と
い
う
。

　

成
田
空
港
で
は
計
約
６
０

台
を
設
置
予
定
。
帰
国
手
続

き
か
ら
運
用
を
始
め
、
１
８

年
秋
に
は
出
国
手
続
き
に
も

　
【
共
同
】
前
財
務
事
務
次

官
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
発
覚

後
、
メ
デ
ィ
ア
で
声
を
上
げ

た
被
害
者
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ

が
深
刻
だ
と
し
て
、
被
害
者

を
孤
立
さ
せ
ず
、
性
暴
力
を

許
さ
な
い
社
会
の
在
り
方

を
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
８
日
、
東
京
都
内
で
開
か

れ
た
。「
セ
ク
ハ
ラ
に
耐
え

て
な
ん
ぼ
と
い
う
風
潮
を
変

え
る
時
だ
」
と
の
意
見
が
上

が
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
メ

デ
ィ
ア
で
起
き
始
め
た
＃
Ｍ

ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ　

声
を
あ
げ
ら
れ

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
」。

国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
が
主
催
し

た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤

詩
織
さ
ん
は
、
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記

者
に
性
的
暴
行
を
受
け
た
こ

と
を
告
発
す
る
著
書
を
出

し
て
い
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
被
害
後
に
「（
加

ら
か
に
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
米
朝
会
談

の
準
備
は
で
き
て
い
る
と
し

た
ほ
か
、
現
時
点
で
制
裁

は
解
除
で
き
な
い
と
指
摘
し

た
。
両
首
脳
は
、
米
朝
会
談

の
結
果
に
つ
い
て
安
倍
首
相

が
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
直
接
、

説
明
を
受
け
る
こ
と
も
確
認

し
た
。
電
話
会
談
に
な
る
場

合
も
あ
る
と
い
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
見
で
、

米
朝
国
交
正
常
化
に
期
待
を

示
し
、
米
朝
会
談
が
成
功
す

れ
ば
金
委
員
長
を
米
国
に
招

待
し
た
い
と
述
べ
た
。
一
方

で
会
談
が
う
ま
く
い
か
な
け

れ
ば
「
最
大
限
の
圧
力
」
と

い
う
表
現
を
再
び
使
う
可
能

性
に
も
言
及
し
た
。

　

会
談
は
両
首
脳
に
河
野
太

郎
外
相
、
ペ
ン
ス
副
大
統
領

を
加
え
た
約
４
５
分
間
の
少

人
数
協
議
で
拉
致
問
題
を
中

心
に
議
論
し
た
後
、
同
席
者

を
増
や
し
昼
食
を
交
え
た
全

体
協
議
を
約
５
５
分
間
行
っ

た
。

界
各
地
で
性
被
害
を
告
発
す

る
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」（「
私

も
」
の
意
）
運
動
が
広
が
る

中
、
国
際
社
会
は
職
場
で
の

セ
ク
ハ
ラ
全
面
禁
止
に
踏
み

出
す
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
今
後
、
条
約
の

具
体
的
な
内
容
を
協
議
し
、

来
年
の
総
会
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
と
し
て
初
の
国
際
基

準
と
な
る
条
約
制
定
を
目
指

す
。
ま
た
社
会
規
範
の
異
な

る
各
国
の
事
情
に
合
わ
せ
、

実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
勧

告
も
作
成
し
、
条
約
を
補
完

す
る
。

　

総
会
で
は
採
択
に
先
立

ち
、
各
国
代
表
ら
が
意
見
を

表
明
し
た
。
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
代
表
は
、
報
告
は
「
来

年
の
議
論
へ
の
素
晴
ら
し
い

土
台
と
な
る
」
と
強
調
。
ア

フ
リ
カ
諸
国
を
代
表
し
た
ウ

ガ
ン
ダ
も
採
択
を
支
持
し
た

が
、
国
に
よ
り
社
会
規
範
が

違
い
、
報
告
内
容
に
は
議

論
の
余
地
が
あ
る
と
も
述
べ

た
。

　

委
員
会
に
は
各
国
の
政

府
・
労
働
者
・
使
用
者
代
表

拡
大
す
る
。

　

こ
の
日
は
法
務
省
の
職
員

が
ゲ
ー
ト
の
使
用
手
順
を
説

明
し
た
。
旅
券
を
読
み
取
り

機
に
か
ざ
す
と
内
蔵
カ
メ
ラ

３
台
が
上
方
、
正
面
、
下
方

か
ら
顔
写
真
を
撮
影
し
、
旅

券
の
顔
画
像
と
照
合
し
て
本

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
同
】

北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労
働

党
委
員
長
の
そ
っ
く
り
さ
ん

と
し
て
知
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
、

ハ
ワ
ー
ド
Ｘ
氏
が
８
日
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
国

際
空
港
に
到
着
し
た
後
、
当

局
に
一
時
拘
束
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
ロ
イ

タ
ー
通
信
が
伝
え
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
１
２

日
に
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会

談
を
控
え
、
警
戒
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
当
局
は

ハ
ワ
ー
ド
Ｘ
氏
に
約
３
０
分

間
、
政
治
的
見
解
や
他
国
で

の
抗
議
行
動
へ
の
関
与
の
有

無
を
聴
取
。
会
談
の
会
場
に

な
る
セ
ン
ト
ー
サ
島
な
ど
に

近
づ
か
な
い
よ
う
求
め
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
ハ

ワ
ー
ド
Ｘ
氏
は
９
、１
０
両

日
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の

そ
っ
く
り
さ
ん
と
共
に
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
す
る
た
め
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
。

　
【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】

欧
米
の
軍
事
同
盟
、
北
大

西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
、
本
部
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）

は
７
日
の
国
防
相
理
事
会

で
、
米
国
を
除
く
欧
州
と
カ

ナ
ダ
の
加
盟
国
の
国
防
費

の
合
計
額
が
４
年
連
続
で

拡
大
し
、
２
０
１
４
年
と

比
べ
て
計
８
７
３
億
ド
ル

（
９
兆
５
７
０
０
億
円
）
増

え
た
と
報
告
し
た
。
ロ
シ
ア

の
脅
威
の
高
ま
り
を
背
景

に
、
即
応
態
勢
の
強
化
で
合

意
し
た
。

　

防
衛
支
出
の
「
よ
り
公
平

な
分
担
」
を
進
め
、
米
国
の

負
担
を
減
ら
す
の
は
来
月
の

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議
の
重
要

テ
ー
マ
。
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル

グ
事
務
総
長
は
記
者
会
見

で
、
支
出
拡
大
が
「
会
議
成

功
に
道
を
開
く
」と
強
調
し
、

一
層
の
努
力
を
求
め
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
各
国
の
国
防

費
を
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

比
２
％
以
上
に
す
る
の
が
目

標
だ
が
、
ド
イ
ツ
は
約
１
・

２
％
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
６

日
に
連
邦
議
会
で
２
５
年
ま

で
に
１
・
５
％
に
す
る
考
え

を
示
し
、
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル

グ
氏
は
「
歓
迎
す
る
」
と
述

べ
た
。

　
【
シ
ャ
ル
ル
ボ
ワ
共
同
＝

林
浩
正
】
先
進
７
カ
国
（
Ｇ

７
）
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）

は
カ
ナ
ダ
東
部
シ
ャ
ル
ル
ボ

ワ
で
８
日
昼
（
日
本
時
間
９

日
未
明
）、
開
幕
す
る
。
ト

　
【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
＝
小

林
義
久
】国
際
労
働
機
関（
Ｉ

Ｌ
Ｏ
）
総
会
は
８
日
、
職
場

で
の
セ
ク
ハ
ラ
を
含
む
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
た
め
、

拘
束
力
を
持
つ
条
約
を
制
定

す
べ
き
だ
と
し
た
委
員
会
報

告
を
採
択
し
た
。
報
告
は
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
暴
力
と
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
禁
止
を
明
記
。
世

　
【
共
同
】
法
務
省
は
出
入

国
審
査
の
際
に
顔
認
証
技
術

を
活
用
し
て
本
人
確
認
す
る

自
動
化
ゲ
ー
ト
を
成
田
空
港

に
導
入
、
８
日
に
報
道
陣
に

公
開
し
た
。
１
１
日
か
ら
順

次
運
用
を
始
め
る
。
既
に
羽

田
で
運
用
し
て
お
り
、
設
置

台
数
は
２
０
１
８
年
末
ま
で

に
成
田
、
羽
田
、
中
部
、
関

西
、
福
岡
の
各
空
港
で
計
約

１
４
０
台
と
な
る
見
込
み
。

　

法
務
省
に
よ
る
と
、
日

人
確
認
す
る
仕
組
み
。
か
ざ

し
て
か
ら
約
１
０
秒
で
ゲ
ー

ト
が
開
い
た
。

　

審
査
官
が
旅
券
に
押
す
証

印
は
省
略
さ
れ
る
が
、
近
く

の
職
員
に
申
し
出
れ
ば
押
印

し
て
も
ら
え
る
。

成田空港に導入された顔認
証技術で本人確認する自動
化ゲート＝８日（共同）

の
必
要
性
を
強
調
。
日
本
人

拉
致
問
題
で
は
即
時
解
決
へ

の
協
力
を
要
請
す
る
。

　

イ
ラ
ン
核
合
意
も
議
題
と

な
る
。
欧
州
首
脳
は
合
意
を

維
持
す
べ
き
だ
と
の
立
場

で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
再
考
を

求
め
る
と
み
ら
れ
る
。
貿
易

摩
擦
と
同
様
の
構
図
だ
。

　

２
日
目
は
気
候
変
動
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
を
取
り

上
げ
る
。
首
相
は
８
日
、
議

長
国
の
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア

の
首
相
と
個
別
に
会
談
。
英

国
、
ド
イ
ツ
と
も
首
脳
会
談

を
行
う
予
定
だ
。

シンポジウムで発言するジャー
ナリストの伊藤詩織さん＝８日
午後、東京都千代田区（共同）

害
者
か
ら
）
合
格
だ
よ
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
打
ち
明
け

た
。「
メ
デ
ィ
ア
で
働
く
と

は
、
暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
の
ん
で
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
、
も

の
す
ご
い
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
小
島
慶

子
さ
ん
は
「
メ
デ
ィ
ア
で
働

く
と
は
、
セ
ク
ハ
ラ
に
耐
え

て
な
ん
ぼ
だ
と
い
う
暗
黙
の

了
解
を
い
よ
い
よ
変
え
る
時

だ
」
と
話
し
た
。

致
問
題
の
早
期
解
決
の
た

　

安
倍
首
相
は
会
見
で
「
拉
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翌
８
日
は
大
幅
な
ド
ル
安
に

　

Ｔ
Ｓ
Ｅ
は
、
同
サ
イ
ト
が

掲
載
し
て
い
た
、「（
Ｏ
Ａ
Ｓ

社
の
）
レ
オ
・
ピ
ニ
ェ
イ
ロ

被
告
が
、
マ
リ
ー
ナ
氏
が
同

社
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
っ
た

と
語
っ
た
」「（
歌
手
の
）
カ

エ
タ
ー
ノ
・
ヴ
ェ
ロ
ー
ゾ
が
、

Ｏ
Ａ
Ｓ
、
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
、

エ
イ
ケ
・
バ
チ
ス
タ
氏
か
ら

収
賄
を
行
っ
て
い
た
マ
リ
ー

ナ
氏
を
擁
護
し
た
」
と
い
っ

た
情
報
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
だ
と
認
定
し
た
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｅ
は
Ｆ
Ｂ
に
対
し
、

４
８
時
間
以
内
に
当
該
記
事

を
削
除
す
る
よ
う
命
じ
る
と

と
も
に
、
こ
の
サ
イ
ト
の
開

設
者
が
使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
識
別
番
号
（
Ｉ
Ｐ
ナ

ン
バ
ー
）
や
、
サ
イ
ト
の
開

設
者
と
サ
イ
ト
の
管
理
者
に

関
す
る
情
報
を
１
０
日
以
内

　

７
日
の
ド
ル
／
レ
ア
ル
為
替
相
場
は
、
１
ド
ル
＝
３
・９
１
レ
と
２
％
の
ド
ル
高

で
引
け
、
聖
市
株
式
市
場
指
数
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）
も
２
・９
８
％
ダ
ウ
ン
の

７
万
３
８
５
１
・４
６
ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）
で
引
け
た
。
２
０
１
６
年
３
月
１
日
以
来

の
ド
ル
高
水
準
と
な
っ
た
こ
と
で
、
イ
ラ
ン
・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ジ
ン
中
銀
総
裁
は

即
日
会
見
を
開
き
、
来
週
末
ま
で
に
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
手
法
で
２
０
０
億
ド
ル
規
模

の
市
場
介
入
を
行
う
と
表
明
し
た
上
、
ド
ル
売
り
、
レ
ア
ル
買
い
の
た
め
、
外
貨

準
備
に
頼
る
可
能
性
も
示
唆
し
た
。

か
し
、
社
会
保
障
制
度
改
革

を
行
う
意
志
が
あ
る
中
道
候

補
が
決
選
投
票
に
さ
え
も
進

め
な
い
の
で
は
と
、
市
場
は

見
て
い
る
。

　

５
月
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
で

は
、
政
府
が
燃
料
価
格
に
補

助
金
を
出
す
事
を
認
め
た
。

そ
れ
を
多
く
の
国
民
が
支
持

し
た
こ
と
が
、「
易
き
に
流

れ
や
す
い
国
民
気
質
」
を
表

し
、
痛
み
を
伴
う
（
が
、
財

政
再
建
の
た
め
に
は
不
可
欠

な
）
社
会
保
障
制
度
改
革
を

実
行
す
る
勢
力
が
選
挙
で
勝

つ
望
み
が
薄
い
と
見
ら
れ
る

要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　

ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ジ
ン
総
裁

は
、
レ
ア
ル
が
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ

ン
ド
な
ど
か
ら
売
り
浴
び

せ
を
受
け
て
い
る
と
の
見
方

を
否
定
し
、「
今
の
動
き
は
、

市
場
が
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
て

い
て
、
国
際
情
勢
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
た
結
果
に
過
ぎ
な

い
」
と
語
っ
た
。

　

同
総
裁
は
、
選
挙
リ
ス
ク

に
触
れ
る
こ
と
は
避
け
、「
中

銀
は
政
治
的
に
中
立
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
る
に

　

軍
が
治
安
に
介
入
し
て
以

降
も
動
乱
が
収
ま
ら
な
い
リ

オ
だ
が
、
７
日
未
明
に
悲
劇

が
起
こ
っ
た
。
軍
警
の
ド
ウ

グ
ラ
ス
・
フ
ォ
ン
テ
ス
さ
ん

さ
ん
（
３
５
）
が
、
車
で
恋

人
を
家
ま
で
送
る
途
中
、
車

を
狙
っ
た
５
人
組
の
強
盗
に

と
ど
め
た
。
ま
た
「
為
替
を

動
か
す
た
め
に
、
金
利
を
動

か
す
事
は
な
い
。
両
者
の
間

に
相
関
性
は
な
い
」
と
も
語

り
、
レ
ア
ル
安
を
食
い
止
め

る
目
的
で
経
済
基
本
金
利
の

引
き
上
げ
を
行
う
可
能
性
を

打
ち
消
し
た
。

　

ま
た
、
７
日
は
テ
メ
ル
大

統
領
も
「
通
貨
危
機
が
発
生

す
る
危
険
は
な
い
」
と
Ｔ
Ｖ

番
組
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語

り
、
市
場
に
呼
び
か
け
た
。

　

ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ジ
ン
中
銀

総
裁
に
よ
る
「
２
０
０
億
ド

ル
規
模
の
市
場
介
入
」
の
発

表
か
ら
一
夜
明
け
た
８
日
、

ド
ル
／
レ
ア
ル
相
場
は
ド
ル

の
急
落
で
始
ま
り
、
同
日
午

後
４
時
の
段
階
で
は
１
ド
ル

中
銀
が
大
型
市
場
介
入
を
明
言

に
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　

先
の
二
つ
の
記
事
は
、
Ｆ

Ｂ
の
利
用
者
に
よ
る
「
い
い

ね
」
が
３
千
件
ほ
ど
つ
け
ら

れ
る
ほ
ど
、
信
じ
ら
れ
て
い

た
。
マ
リ
ー
ナ
氏
ら
が
告
発

し
た
別
の
記
事
に
は
、「
マ

リ
ー
ナ
氏
は
二
重
帳
簿
（
カ

イ
シ
ャ
２
）
を
使
っ
て
い

た
」
と
か
、「
マ
リ
ー
ナ
氏

Ｅ
が
問
題
と
し
た
の
は
、
Ｆ

Ｂ
上
の
サ
イ
ト
「
パ
ル
チ
ー

ド
・
ア
ン
チ
Ｐ
Ｔ
（
反
労
働

者
党
）」
が
２
０
１
７
年
に

掲
載
し
た
、
同
氏
に
対
す
る

噂
だ
。
こ
の
サ
イ
ト
の
読
者

は
１
７
０
万
人
に
上
る
。
そ

こ
に
、
マ
リ
ー
ナ
氏
が
「
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
汚
職
に
関
与
し

て
い
る
」
な
ど
と
い
う
情
報

を
流
し
て
い
た
の
だ
。

　

高
等
選
挙
裁
判
所
（
Ｔ
Ｓ

Ｅ
）
は
７
日
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
大
手

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
Ｆ
Ｂ
）

に
対
し
、
大
統
領
選
候
補
の

マ
リ
ー
ナ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏（
Ｒ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
に
関
す
る
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
（
虚
偽
報
道
）

に
つ
い
て
、
削
除
を
は
じ
め

と
し
た
、
責
任
を
追
及
す
る

内
容
の
判
決
を
下
し
た
。
選

挙
関
連
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
に
対
す
る
初
の
対
策
的
判

決
と
な
っ
た
。
８
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

マ
リ
ー
ナ
氏
や
Ｒ
Ｅ
Ｄ

マ
リ
ー
ナ
氏
の
虚
偽
報
道
削
除

聖
市
が
使
用
基
準
を
突
如
変
更

「
Ｌ
Ｊ
で
収
賄
を
行
っ
た
」な
ど

も
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社
か
ら
の

賄
賂
を
受
け
取
っ
て
い
た
の

に
、
元
Ｐ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
の

を
嫌
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

Ｆ
Ｂ
だ
け
で
な
く
、
同
様
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
「
イ
ン
プ

レ
ン
サ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
」
と
い

う
サ
イ
ト
で
も
報
じ
ら
れ
て

い
た
。

　

選
挙
裁
判
所
の
判
事
は
、

全
て
が
嘘
で
あ
り
、
マ
リ
ー

ナ
氏
に
損
失
を
与
え
う
る
と

の
訴
え
を
認
め
た
。

　

マ
リ
ー
ナ
氏
は
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
捜
査
対
象

に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
む

し
ろ
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ

で
通
っ
て
い
る
。
だ
が
、
以

前
か
ら
「
Ｐ
Ｔ
に
い
た
な
ら

汚
職
と
無
縁
だ
っ
た
は
ず
は

な
い
」
と
い
っ
た
具
合
で
、

右
派
か
ら
の
攻
撃
対
象
に
さ

れ
や
す
い
側
面
が
あ
っ
た
。

や
５
月
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
な

ど
、
国
内
事
情
に
原
因
が
あ

る
も
の
と
、
米
国
の
利
上
げ

ム
ー
ド
、
原
油
高
、
貿
易
戦

争
の
恐
れ
な
ど
、
国
際
事
情

に
原
因
が
あ
る
も
の
が
、
年

頭
か
ら
指
摘
さ
れ
続
け
て
き

た
。
だ
が
、
市
場
関
係
者
た

ち
は
、
最
近
の
動
き
は
、
国

内
要
因
の
一
つ
で
あ
る
「
選

挙
リ
ス
ク
」
の
影
響
が
最
も

大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
、
テ
メ
ル
政
権
は
社

会
保
障
制
度
改
革
に
失
敗
。

国
家
財
政
健
全
化
の
た
め
の

最
重
要
課
題
は
、
今
年
１
０

月
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
新

政
権
に
先
送
り
さ
れ
た
。
し

マリーナ氏（José Cruz/Agência Brasil）

イラン・ゴールドファジン中銀総裁
（Marcelo Camargo / Agencia Brasil）

「
選
挙
リ
ス
ク
」が
市
場
に
影

ビリェッテ・ウニコ

＝
３
・
７
０
７
レ
（
前
日
比

５
・
２
％
ド
ル
安
）
で
推
移
。

ま
た
、
株
式
市
場
は
同
じ
時

間
で
７
万
３
４
４
５
・
０
３

Ｐ
で
（
前
日
比
０
・
５
５
％

ダ
ウ
ン
）で
推
移
し
て
い
た
。

囲
ま
れ
、
軍
警
だ
と
わ
か
っ

た
た
め
に
殺
さ
れ
た
の
だ
。

更
に
、
知
ら
せ
を
受
け
、
別

れ
た
夫
と
共
に
法
医
学
研
究

所
に
出
向
い
た
母
親
の
マ
リ

ア
・
ジ
ョ
ゼ
さ
ん（
５
６
）も
、

息
子
の
遺
体
を
確
認
し
た
途

端
に
心
臓
麻
痺
を
起
こ
し
、

病
院
に
運
ば
れ
た
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
数
時
間

の
内
に
息
子
と
妻
を
失
っ
た

マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ
ン
サ
ウ
ヴ
ェ

ス
さ
ん
は
８
日
、
涙
の
内
に

２
人
の
葬
儀
を
執
り
行
っ
た

が
、
治
安
の
悪
さ
が
、
時
と

し
て
こ
う
し
た
連
鎖
的
な
悲

劇
も
起
こ
し
て
し
ま
う
の
が

空
し
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

セ
ア
ラ
ー
州
チ
ア
ン
グ

ア
ー
の
高
校
で
７
日
、
高
校

生
イ
ア
ゴ
・
バ
ス
ト
ス
・
メ

ン
デ
ス
さ
ん
（
１
６
）
が
充

電
中
の
携
帯
電
話
に
触
れ
た

瞬
間
に
感
電
し
、
病
院
に
運

ば
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
息
を

引
き
取
る
事
故
が
起
き
た
。

イ
ア
ゴ
さ
ん
は
情
報
処
理
の

授
業
中
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
電
源
差
込
口
を
使
っ
て
携

帯
電
話
の
充
電
を
行
っ
て
い

た
が
、
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
た
め
に
、
応
対
し
よ
う
と

し
て
感
電
し
た
と
い
う
。
ど

こ
で
で
も
起
き
そ
う
な
出
来

事
だ
け
に
、
何
が
原
因
だ
っ

た
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
調
整
の

た
め
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
中

の
セ
レ
ソ
ン
は
明
日
１
０

日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
親

善
試
合
を
行
う
。
こ
の
試
合

に
は
本
番
さ
な
が
ら
の
ベ
ス

ト
メ
ン
バ
ー
で
臨
む
と
の
こ

と
だ
。
そ
れ
を
目
前
に
控
え

た
７
日
、
名
門
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
へ
の

移
籍
を
決
め
た
ば
か
り
の
フ

レ
ッ
ジ
が
、
練
習
中
に
足
を

痛
め
る
怪
我
を
し
た
。
く
れ

ぐ
れ
も
故
障
に
は
注
意
を
。

　

中
国
商
務
部
は
７
日
、
９
日
か
ら
伯
国
産
鶏
肉

に
１
８
・
８
％
か
ら
最
大

３
４
・
４
％
の
関
税
を
か
け

る
と
発
表
し
た
と
、
８
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
の
措
置
は
、
Ｓ
ｅ
ａ
ｒ

ａ
、
Ｓ
ａ
ｄ
ｉ
ａ
、
Ｐ
ｅ
ｒ

ｄ
ｉ
ｇ
ａ
ｏ
社
と
い
っ
た
、

伯
国
食
肉
大
手
に
と
っ
て
大

き
な
損
失
と
な
る
。

　

中
国
の
決
定
は
、
伯
国
鶏

肉
業
界
が
ま
だ
、
最
近
の
食

肉
品
質
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
か
ら

回
復
し
き
っ
て
い
な
い
難
し

い
時
期
に
下
さ
れ
た
。ま
た
、

こ
の
決
定
は
、
米
国
が
中
国

に
米
国
産
の
鶏
肉
輸
入
を
受

け
入
れ
る
よ
う
に
圧
力
を
か

け
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
も

一
致
し
て
い
る
。

　

米
国
は
種
々
の
輸
入
品
に

高
関
税
を
か
け
て
い
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
国
際

市
場
に
お
い
て
、
中
国
の
利

益
だ
け
が
大
き
す
ぎ
る
と
主

張
し
て
い
る
。

　

伯
国
産
鶏
肉
を
輸
入
す
る

中
国
企
業
は
、
商
品
を
購

入
す
る
都
度
、
購
入
額
の

１
８
・
８
〜
３
４
・
４
％
と
い

う
関
税
額
を
現
金
で
納
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ａ
社
製
品
に
は

１
８
・
８
％
、
Ｓ
ａ
ｄ
ｉ
ａ
、

Ｐ
ｅ
ｒ
ｄ
ｉ
ｇ
ａ
ｏ
社
に
は

２
５
・
３
％
の
関
税
が
か
か

る
。

　

中
国
は
世
界
最
大
の
鶏
肉

消
費
国
で
、
２
０
１
３
〜

１
６
年
の
場
合
、
中
国
が
輸

入
し
た
鶏
肉
の
５
０
％
以
上

は
伯
国
産
だ
っ
た
。

　

中
国
商
務
部
は
、「
輸
出

が
国
内
産
業
に
与
え
る
被
害

を
調
査
し
て
い
た
時
、
中
国

市
場
内
で
伯
国
産
製
品
が
占

め
る
割
合
や
そ
の
絶
対
量
は

増
加
の
一
途
だ
っ
た
。一
方
、

中
国
国
内
産
の
製
品
は
市
場

競
争
の
影
響
で
、
価
格
も
下

が
り
、ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
」

と
発
表
し
た
。

　

聖
市
市
役
所
が
７
日
に
ビ

リ
ェ
ッ
テ
・
ウ
ニ
コ
の
使
用

基
準
を
突
如
変
更
し
、
市
民

が
混
乱
し
て
い
る
。

　

突
如
の
変
更
で
混
乱
が
生

じ
て
い
る
の
は
、
名
前
や
顔

写
真
が
入
っ
て
い
な
い
、
ア

ノ
ニ
モ
と
呼
ば
れ
る
匿
名
の

カ
ー
ド
だ
。
巷
で
は
、
こ
の

種
の
ビ
リ
ェ
ッ
テ
は
残
高
が

あ
っ
て
も
使
え
な
く
な
る
と

い
っ
た
情
報
ま
で
流
れ
、
混

乱
を
大
き
く
し
た
。

　

だ
が
、
７
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
サ
イ
ト
や
８
日
付
伯

字
紙
に
よ
る
と
、
問
題
に
な

る
の
は
匿
名
の
カ
ー
ド
を
新

規
購
入
す
る
場
合
で
、
７
日

以
降
は
写
真
入
り
の
身
分
証

明
書
の
提
示
と
納
税
者
番
号

（
Ｃ
Ｐ
Ｆ
）
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
身
分
証
明

書
の
提
示
は
昨
年
も
要
請
さ

れ
て
お
り
、
目
新
し
い
事
で

は
な
い
が
、
購
入
時
に
Ｃ
Ｐ

Ｆ
も
登
録
さ
れ
る
た
め
、
各

納
税
者
は
１
枚
の
カ
ー
ド
し

か
持
て
な
く
な
る
。
ま
た
、

Ｃ
Ｐ
Ｆ
が
登
録
さ
れ
た
カ
ー

ド
の
所
有
者
は
、
紛
失
し
た

り
盗
ま
れ
た
り
し
た
時
も
、

カ
ー
ド
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
使

え
な
く
し
た
上
で
、
残
金
を

別
の
カ
ー
ド
に
移
し
て
も
ら

う
事
が
出
来
る
。

　

こ
れ
は
、
近
年
増
え
て
い

た
ビ
リ
ェ
ッ
テ
の
不
正
使
用

を
防
ぐ
た
め
の
手
段
だ
。
匿

名
カ
ー
ド
は
誰
が
使
っ
て
も

よ
い
た
め
、
何
枚
も
カ
ー
ド

を
購
入
後
、
乗
客
か
ら
金
を

も
ら
っ
て
カ
ー
ド
を
渡
し
、

機
械
に
通
し
た
ら
窓
か
ら
返

さ
せ
て
、
別
の
客
に
同
じ
事

を
繰
り
返
さ
せ
た
り
、
１
枚

の
カ
ー
ド
を
数
人
で
使
っ
た

り
し
て
金
を
稼
ぐ
詐
欺
的
用

法
が
増
え
て
い
た
。

　

昨
年
１
月
に
は
、
聖
市
の

公
共
交
通
を
管
理
す
る
Ｓ
Ｐ

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
が
不
正
使
用
し

た
疑
い
の
あ
る
カ
ー
ド
を
突

然
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
身
に
覚
え

の
な
い
市
民
ま
で
巻
き
込
ま

れ
る
事
態
が
起
き
た
。
不
正

使
用
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
た
カ
ー
ド
は
昨
年
だ
け
で

６
５
万
枚
に
及
ん
だ
。
今
年

も
既
に
１
千
人
以
上
が
、
ビ

リ
ェ
ッ
テ
の
不
正
使
用
で
起

訴
さ
れ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
現
在
流
通
し
て
い

る
５
８
０
０
万
枚
の
カ
ー
ド

の
３
分
の
２
を
占
め
る
匿
名

カ
ー
ド
の
所
持
者
は
、
従
来

通
り
使
用
出
来
る
し
、
課
金

も
可
能
。
だ
が
、
紛
失
し
た

り
し
た
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
、

残
金
を
別
の
カ
ー
ド
に
移
す

事
は
出
来
な
い
。

　

ま
た
、
匿
名
カ
ー
ド
は
月

極
め
利
用
や
会
社
な
ど
か
ら

の
交
通
費
入
金
な
ど
に
は
使

え
な
い
た
め
、
希
望
者
は
サ

イ
ト
で
登
録
す
る
か
、
指
定

さ
れ
た
バ
ス
や
駅
の
販
売
所

や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
の
窓
口

に
行
き
、
ペ
ル
ソ
ナ
リ
ザ
ー

ド
と
呼
ば
れ
る
、
名
前
や
顔

写
真
入
り
の
ビ
リ
ェ
ッ
テ
を

作
る
必
要
が
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｃ
）
の
元
党
首
が
、
公
的

に
割
り
振
ら
れ
た
政
党
資
金

を
売
春
婦
へ
の
支
払
に
当
て

て
い
た
事
実
が
浮
上
し
て
い

る
。
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は

同
党
元
党
首
の
ヴ
ィ
ト
ル
・

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
ブ
ダ
ラ
・

ノ
セ
イ
ス
氏
だ
。
同
件
は
、

２
０
１
７
年
の
政
党
資
金
の

用
途
を
報
告
す
る
た
め
に
、

現
在
の
党
幹
部
が
高
等
選
挙

裁
判
所
に
提
出
し
た
資
料
な

ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

裁
判
所
へ
は
、
そ
の
証
拠

と
な
る
も
の
も
録
音
の
形
で

提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
ノ
セ
イ
ス
氏
は
、「
政

党
資
金
を
使
っ
て
売
春
婦
に

支
払
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
語

り
、
売
春
婦
と
思
し
き
女
性

た
ち
の
名
前
も
挙
げ
、「
彼

女
た
ち
の
生
活
を
立
て
直
し

て
や
っ
た
ん
だ
。
何
が
問
題

な
ん
だ
？　

俺
を
ど
う
扱
お

う
と
い
う
ん
だ
い
？
」
な
ど

と
い
う
言
葉
が
記
録
さ
れ
て

い
た
。

　

こ
れ
に
関
し
て
ノ
セ
イ
ス

氏
自
身
も
、「
本
来
、
ペ
ド

ロ
・
ア
レ
イ
シ
ョ
財
団
と
い

う
と
こ
ろ
に
当
て
ら
れ
る
は

ず
だ
っ
た
政
党
資
金
を
、
女

性
関
係
を
保
つ
た
め
に
使
っ

た
」
と
事
実
を
認
め
て
い
る

と
い
う
。

　

こ
の
資
金
は
、
連
邦
政
府

か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
公
的

な
も
の
で
、
政
治
家
の
育

成
や
種
々
の
講
座
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
使
わ
れ

る
性
質
の
も
の
だ
。
ペ
ド

ロ
・
ア
レ
イ
シ
ョ
財
団
は
昨

年
ま
で
、
同
党
へ
の
政
党
資

金
３
０
０
万
レ
ア
ル
の
内
の

２
０
％
を
受
け
取
っ
て
い

た
。

　

ノ
セ
イ
ス
氏
は
２
０
１
５

年
の
党
首
選
で
、
前
年
の
大

統
領
選
に
出
馬
し
た
エ
ヴ
ェ

ラ
ウ
ド
氏
に
敗
れ
、
３
０
年

君
臨
し
た
党
首
の
座
を
降
り

た
が
、
以
後
、
党
首
の
座
を

巡
る
内
紛
が
続
い
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

6月8日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7186  R$
買　3.7160  R$

円相場
売　0.0340  R$
買　0.0340  R$

７日に１ドル＝３・９レ突破

伯
国
鶏
肉
に
最
大
３
４
％
の
関
税

米
中
貿
易
摩
擦
の
影
響
か
？

納
税
者
１
人
に
つ
き
１
枚
だ
け

Ｔ Ｓ Ｅ

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
初
の
判
断

（２）２０１８年 第５０１５号 ６月 ９日 （土曜日）

中 国

政
党
資
金
を
売
春
婦
の
支
払
に

Ｐ
Ｓ
Ｃ
元
党
首
が
自
ら
認
め
る

　

通
貨
安
、
株
安
の
理
由
と
し
て
は
、
景
気
回
復
の
遅
れ



　
日ひ

出い
ず

る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

、
書し

ょ

を
、
日ひ

没ぼ
つ

す
る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

に
致い

た

す
。

恙つ
つ
がな
き
や
。

　

齋さ
い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うの
冒ぼ

う

頭と
う

で
い
き
な
り
黒こ

く

板ば
ん

に
こ
う
書か

い
て

言い

っ
た
。

　
「
さ
あ
、
読よ

ん
で
下く

だ

さ
い
。
読よ

め
な
い
と
こ
ろ
は
ホ
ニ
ャ
ラ
と

読よ

み
ま
し
ょ
う
。」
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

６
年ね

ん

生せ
い

の
子こ

供ど
も

た
ち
を
先せ

ん

生せ
い

は
列れ

つ

ご
と
に
指し

名め
い

し
て
、
順

じ
ゅ
ん

番ば
ん

に
読よ

ま
せ
て
い
く
。

　
ひ
の
で
る
シ
ョ
の
テ
ン
シ
、
シ
ョ
を
、
ニ
チ
ボ
ツ
す
る
シ
ョ
の

テ
ン
シ
に
い
た
す
。
ホ
ニ
ャ
ラ
な
き
や
。

　

わ
け
の
わ
か
ら
な
さ
に
笑わ

ら

い
が
起お

こ
る
。
初し

ょ

夏か

の
風か

ぜ

が
通か

よ

う

教き
ょ
う

室し
つ

は
和な

ご

や
か
な
気き

分ぶ
ん

に
つ
つ
ま
れ
た
。「
学が

っ

校こ
う

で
学ま

な

び
た
い

歴れ
き

史し

」［
１
］
で
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
齋さ

い

藤と
う

武た
け

夫お

先せ
ん

生せ
い

の
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

風ふ
う

景け
い

で
あ
る
。

　
「
た
い
へ
ん
よ
く
読よ

め
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
正せ

い

解か
い

と
言い

っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
ふ
つ
う
の
読よ

み
方か

た

を
教お

し

え
ま
し
ょ
う
。」

と
言い

っ
て
先せ

ん

生せ
い

は
、
こ
う
読よ

み
上あ

げ
た
。

　
ひ
い
づ
る
と
こ
ろ
の
テ
ン
シ
、
シ
ョ
を
、
ひ
ぼ
っ
す
る
と
こ
ろ

の
テ
ン
シ
に
い
た
す
、
つ
つ
が
な
き
や
。

　

先せ
ん

生せ
い

に
つ
い
て
、
子こ

供ど
も

た
ち
に
後あ

と

を
続つ

づ

か
せ
る
。
そ
の
後ご

、

子こ

供ど
も

た
ち
だ
け
で
声こ

え

を
そ
ろ
え
て
二に

度ど

ほ
ど
読よ

ま
せ
る
。
皆み

な

で
一い

っ

斉せ
い

に
読よ

む
の
で
「
斉せ

い

読ど
く

」
と
呼よ

ん
で
い
る
。

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
大だ

い

戦せ
ん

略り
ゃ
く

2003年
ねん

9月
がつ

21日
にち

版
ばん

　
こ
れ
は
、
歴れ

き

史し

上じ
ょ
うた
い
へ
ん
有ゆ

う

名め
い

な
手て

紙が
み

の
書か

き
出だ

し
で
す
。

あ
る
意い

味み

で
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

の
中な

か

で
最も

っ
と
も
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
手て

紙が
み

だ
と
言い

え
る
か
も
知し

れ
ま
せ
ん
。
誰だ

れ

が
誰だ

れ

に
出だ

し
た
手て

紙が
み

で
し
ょ
う
？

　

先せ
ん

生せ
い

の
問と

い
か
け
に
、
一ひ

と

人り

の
生せ

い

徒と

が
答こ

た

え
た
。「
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

か
ら
ツ
ツ
ガ
ナ
キ
ヤ
さ
ん
に
出だ

し
た
。」

　

す
ば
ら
し
い
。
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
半は

ん

分ぶ
ん

正せ
い

解か
い

で
す
。
で
す
が
、
ツ

ツ
ガ
ナ
キ
ヤ
は
人ひ

と

の
名な

前ま
え

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
手て

紙が
み

は
、

当と
う

時じ

の
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

だ
っ
た
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

の
摂せ

っ

政し
ょ
う、
今い

ま

で
言い

え
ば

総そ
う

理り

大だ
い

臣じ
ん

だ
っ
た
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
書か

い
て
、
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

の
名な

で
、

ど
こ
か
の
国く

に

の
ト
ッ
プ
に
出だ

し
た
も
の
で
す
。
国こ

く

書し
ょ

と
言い

っ
て
、

国く
に

か
ら
国く

に
へ
出だ

し
た
手て

紙が
み

で
す
。ど
こ
の
国く

に

に
出だ

し
た
の
で
し
ょ

う
。

　
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

だ
と
思お

も

い
ま
す
」
と
す
か
さ
ず
、
別べ

つ

の
生せ

い

徒と

が
答こ

た

え

る
。

　

大だ
い

正せ
い

解か
い

。
こ
の
国こ

く

書し
ょ

は
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
皇こ

う

帝て
い

に
あ

て
た
手て

紙が
み

で
す
。
出だ

さ
れ
た
の
は
西せ

い

暦れ
き

６
０
７
年ね

ん

、
こ
の
国こ

く

書し
ょ

を
出だ

す
ま
で
の
１
０
０
年ね

ん

ほ
ど
の
間あ

い
だ、
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
直

ち
ょ
く

接せ
つ

の
つ
き
あ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
い
く
つ
か
の

国く
に

に
分ぶ

ん

裂れ
つ

し
て
争

あ
ら
そ
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
頃こ

ろ

、
隋ず

い

と
い
う
大だ

い

帝て
い

国こ
く

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
統と

う

一い
つ
し
ま
す
。
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
進す

す

ん
だ

文ぶ
ん

化か

を
学ま

な

ぼ
う
と
し
て
、
遣け

ん

隋ず
い

使し

と
い
う
使つ

か

い
を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
送お

く

り
ま
し
た
。
そ
の
代だ

い

表ひ
ょ
うが
小お

の

野の

妹い
も

子こ

で
す
。「
妹い

も

子こ

」
で
す
が
、

こ
の
人ひ

と

は
男だ

ん

性せ
い

で
す
よ
。

　
こ
の
国こ

く

書し
ょ

は
、小お

の

野の

妹い
も

子こ

が
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

に
渡わ

た

し
た
も
の
で
す
。

　
こ
こ
で
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
、
も
う
一い

ち

度ど

、
手て

紙が
み

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
皆み

な

で
斉せ

い

読ど
く

さ
せ
た
。

　

漢か
ん

文ぶ
ん

の
歯は

切ぎ

れ
の
良よ

い
リ
ズ
ム
が
子こ

供ど
も

た
ち
の
体か

ら
だに
心こ

こ

地ち

よ

く
響ひ

び

い
て
く
る
。
そ
れ
は
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
強つ

よ

い
意い

志し

を
伝つ

た

え
る
か

の
よ
う
だ
。

　

さ
て
、
隋ず

い

の
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

に
着つ

い
た
小お

の

野の

妹い
も

子こ

は
、
皇こ

う

帝て
い

の
煬よ

う

帝だ
い

に
天て

ん

皇の
う

か
ら
の
国こ

く

書し
ょ

を
渡わ

た

し
ま
し
た
。
皇こ

う

帝て
い

は
手て

紙が
み

を
読よ

み

始は
じ

め
た
と
た
ん
「
こ
の
よ
う
な
野や

蛮ば
ん

国こ
く

の
無ぶ

礼れ
い

な
手て

紙が
み

が
来き

て

も
、
こ
れ
か
ら
は
私わ

た
しに
見み

せ
る
な
」
と
臣し

ん

下か

に
言い

い
つ
け
た
そ

う
で
す
。こ
の
手て

紙が
み

の
ど
こ
か
に
皇こ

う

帝て
い

を
怒お

こ

ら
せ
る
言こ

と

葉ば

が
あ
っ

た
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
ど
の
言こ

と

葉ば

で
し
ょ
う
。

　
「
な
ん
と
な
く
だ
け
ど
、〈
つ
つ
が
な
き
や
〉」
と
自じ

信し
ん

な
さ

そ
う
な
答こ

た
え。

　
「
つ
つ
が
な
き
や
」
は
意い

味み

が
分わ

か
ら
な
い
か
ら
ね
。
怪あ

や

し

い
と
思お

も

っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
残ざ

ん

念ね
ん

で
し
た
。
こ
れ
は
「
お
元げ

ん

気き

で
す
か
？
」
と
い
う
意い

味み

で
す
。

　

別べ
つ

の
生せ

い

徒と

が
答こ

た

え
た
。「〈
日ひ

出い
ず

る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

〉
と
〈
日ひ

没ぼ
つ

す
る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

〉
で
す
。〈
日ひ

出い
ず

る
〉
日に

本ほ
ん

は
こ
れ
か
ら
発は

っ

展て
ん

し
て
い
く
感か

ん

じ
で
す
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
〈
日ひ

没ぼ
つ

す
る
〉
で
こ
れ
か
ら

夜よ
る

に
な
る
み
た
い
で
す
」

　

本ほ
ん

当と
う

に
そ
う
で
す
ね
。
先せ

ん

生せ
い

も
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

は
そ
う
教お

そ

わ
り

ま
し
た
。
だ
か
ら
正せ

い

解か
い

と
し
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

単た
ん

に
東ひ

が
し
と
西に

し

と
い
う
意い

味み

で
、
皇こ

う

帝て
い

も
そ
ん
な
に
気き

に
し
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
、
最さ

い

近き
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
うの
よ
う

で
す
。
実じ

つ

は
皇こ

う

帝て
い

が
い
ち
ば
ん
許ゆ

る

せ
な
か
っ
た
の
は
「
天て

ん

子し

」

と
い
う
言こ

と

葉ば

な
の
で
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

　

日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
皇こ

う

帝て
い

が
同お

な

じ
え
ら
さ
に
な
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
ぜ
っ
た
い
に
許ゆ

る

せ
ん
っ
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は

怒お
こ
っ
た
ん
だ
と
思お

も

い
ま
し
た
。

　
「
よ
く
考か

ん
が
え
ま
し
た
ね
」
と
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
当と

う

時じ

の
「
冊さ

く

封ほ
う

」

体た
い

制せ
い

に
つ
い
て
説せ

つ

明め
い

を
始は

じ

め
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
皇こ

う

帝て
い

が
一い

ち

番ば
ん

偉え
ら

く
て
、

周ま
わ

り
の
国く

に

は
皇こ

う

帝て
い

の
家け

来ら
い

で
あ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
貢み

つ

ぎ
物も

の

を
し
て
、

そ
の
お
返か

え

し
に
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

の
「
王お

う

」
だ
と
認み

と

め
て
貰も

ら

う
仕し

組く

み

で
あ
る
。

　
い
よ
い
よ
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うは
、
核か

く

心し
ん

の
問と

い
に
到と

う

達た
つ

し
た
。
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
言い

っ
た
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
、
ど
う
し
て
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

を
怒お

こ

ら
せ
る
よ
う
な

こ
と
を
書か

い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
が
え
を
ノ
ー
ト
に
書か

き
な
さ
い
。

　

そ
の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
い
ち
ば
ん
ノ
ー
ミ
ソ
を
使つ

か

っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

で
は
書か

か
せ
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
の
が
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

の
流

り
ゅ
う

儀ぎ

だ
。

生せ
い

徒と

た
ち
は
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

ノ
ー
ト
に
向む

か
う
。
静し

ず

か
な
教

き
ょ
う

室し
つ

に

鉛え
ん

筆ぴ
つ

の
走は

し

る
音お

と

だ
け
が
聞き

こ
え
る
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
挙き

ょ

手し
ゅ

し
て
い
る
生せ

い

徒と

を
指し

名め
い

し
て
答こ

た

え
さ
せ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
日に

本ほ
ん

の
関か

ん

係け
い

を
親お

や

分ぶ
ん

子こ

分ぶ
ん

じ
ゃ
な
く

て
、
日に

本ほ
ん

は
独ど

く

立り
つ

し
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
同お

な

じ
に
な
る
。

　

前ま
え

は
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
従

し
た
が
っ
て
い
た
か
ら
、「
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

」
の

邪よ
こ
し
まと
か
、「
卑ひ

弥み

呼こ

」
の
卑い

や

し
い
と
か
、
悪わ

る

い
字じ

を
使つ

か

わ
れ
て

い
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
関か

ん

係け
い

は
イ
ヤ
だ
と
思お

も
っ
た
。

　

言い

っ
て
い
る
内な

い

容よ
う

は
似に

て
い
る
が
、
言い

い
方か

た

に
そ
れ
ぞ
れ
の

１
．
読よ

め
な
い
と
こ
ろ
は

　
　
ホ
ニ
ャ
ラ
と
読よ

み
ま
し
ょ
う
。

子こ

供ど
も

の
個こ

性せ
い

が
出で

る
。

　
「
ち
ょ
っ
と
み
ん
な
に
言い

い
た
い
ん
で
す
け
ど
」
と
一ひ

と

人り

の
生せ

い

徒と

が
反は

ん

論ろ
ん

す
る
。

　

国く
に

と
国く

に

と
が
平

び
ょ
う

等ど
う

に
な
っ
て
独ど

く

立り
つ

す
る
の
は
い
い
ん
で
す
け

ど
、
日に

本ほ
ん

は
こ
れ
か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
文ぶ

ん

化か

と
か
を
学ま

な

ん
で
発は

っ

展て
ん

し
た
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
な
の
に
、
い
ま
親お

や

分ぶ
ん

子こ

分ぶ
ん

の
関か

ん

係け
い

を
や
め
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
離は

な

れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
文ぶ

ん

化か

や
技ぎ

術じ
ゅ
つを
ま
な
べ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

　
こ
の
反は

ん

論ろ
ん

か
ら
、
生せ

い

徒と

間か
ん

の
議ぎ

論ろ
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
下し

た

に
い
た
ら
、
何な

ん

で
も
自じ

由ゆ
う

に
は
で
き
な
い
。
そ
れ

だ
っ
た
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
学ま

な

べ
な
い
と
し
て
も
、
独ど

く

立り
つ

し
て
や
っ

て
い
く
方ほ

う

が
い
い
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
学ま

な

ん
で
も
、
国く

に

と
し
て
は
平

び
ょ
う

等ど
う

に
な
ろ
う
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
そ
れ
を
認み

と

め
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
は

で
き
る
と
思お

も

い
ま
す
。

　
で
も
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
皇こ

う

帝て
い

は
怒お

こ

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
う
ま

く
い
か
な
い
と
思お

も

う
ん
で
す
け
ど
。

　
一ひ

と

人り

の
子こ

供ど
も

の
反は

ん

論ろ
ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
議ぎ

論ろ
ん

で
、
子こ

供ど
も

た
ち
は

分わ

か
っ
て
い
た
つ
も
り
の
風ふ

う

景け
い

を
、
反は

ん

対た
い

側が
わ

か
ら
も
見み

る
よ
う

に
な
っ
た
。
反は

ん

論ろ
ん

が
出だ

せ
る
教

き
ょ
う

室し
つ

は
素す

晴ば

ら
し
い
、
と
い
う
の

が
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

の
思お

も

い
で
あ
る
。

　

み
ん
な
よ
く
考か

ん
が
え
ま
し
た
。
冊さ

く

封ほ
う

体た
い

制せ
い

か
ら
離は

な

れ
て
、
国く

に

と
し
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
対た

い

等と
う

の
関か

ん

係け
い

に
な
る
と
い
う
の
が
、
ま
さ
し
く

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
考か

ん
が
え
で
す
。

　

と
く
に
最さ

い

後ご

の
話は

な

し
合あ

い
は
た
い
へ
ん
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
す
。
た
し
か

に
、
も
し
こ
の
政せ

い

策さ
く

に
よ
っ
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
ま
っ
た
く
学ま

な

べ
な
い

こ
と
に
な
っ
た
ら
、
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

を
送お

く

れ
な
く
な
っ
て
、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
考か

ん
が
え
た
日に

本ほ
ん

の
発は

っ

展て
ん

は
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
学ま

な

べ

な
く
と
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
子こ

分ぶ
ん

で
い
る
よ
り
は
独ど

く

立り
つ

を
選え

ら

ぶ
と
い
う
意い

見け
ん

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実じ

つ

は
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

に
は
あ
る
読よ

み
が
あ
っ

た
ら
し
い
の
で
す
。
あ
る
理り

由ゆ
う

が
あ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

を
独ど

く

立り
つ

さ
せ

る
に
は
こ
の
計け

い

画か
く

は
か
な
ら
ず
成せ

い

功こ
う

す
る
と
い
う
確か

く

信し
ん

が
も
て

た
。
だ
か
ら
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
決け

つ

断だ
ん

し
た
の
で
す
。
そ
の
理り

由ゆ
う

を

説せ
つ

明め
い

し
ま
し
ょ
う
。

　

隋ず
い

は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

北ほ
く

部ぶ

を
領

り
ょ
う

土ど

と
す
る
高こ

う

句く

麗り

と
の
戦せ

ん

争そ
う

に
て

こ
ず
っ
て
い
た
。
そ
の
戦せ

ん

争そ
う

を
有ゆ

う

利り

に
運は

こ

ぶ
た
め
に
、
隋ず

い

は
日に

本ほ
ん

を
味み

方か
た

に
し
て
お
き
た
い
は
ず
だ
、
そ
う
い
う
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
国こ

く

際さ
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

の
判は

ん

断だ
ん

を
、
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
地ち

図ず

を
使つ

か

っ
て
説せ

つ

明め
い

し
て
い
く
。
遠と

お

く
の
国く

に

を
味み

方か
た

に
し
て
、
近ち

か

く
の
国く

に

を
攻せ

め
る

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
誰だ

れ

が
誰だ

れ

に
出だ

し
た
手て

紙が
み

で
し
ょ
う
？

（３） ２０１８年第５０１５号 	 ６月	 ９日	（土曜日）

６
．
聖し

ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
読よ

み

３
．
皇こ

う

帝て
い

は
な
ぜ
怒お

こ

っ
た
の
か
？

４
．
ど
う
し
て
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

を

　
　

怒お
こ

ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
を

　
　

書か

い
た
の
か
？

「唐
とう

本
ほん

御
み

影
えい

」
聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が描
えが

かれた肖
しょう

像
ぞう

画
が

煬
よう

帝
だい

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

に
あ
て
た
手て

紙が
み

か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子こ

供ど
も

た
ち
は
何な

に

を
感か

ん

じ
取と

っ
た
の
か
？

７
．〈
皇こ

う

帝て
い

〉
と
〈
天て

ん

皇の
う

〉

「
遠え

ん

交こ
う

近き
ん

攻こ
う

策さ
く

」
と
い
う
中

ち
ゅ
う

国ご
く

伝で
ん

統と
う

の
戦せ

ん

略り
ゃ
くに
つ
い
て
も
説せ

つ

明め
い

す
る
。
子こ

供ど
も

た
ち
か
ら
「
す
ご
い
な
あ
」
と
い
う
嘆た

ん

声せ
い

が
も
れ

て
き
た
。

　

最さ
い

後ご

に
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
こ
う
ま
と
め
た
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

（
隋ず

い

）
を
先せ

ん

生せ
い

と
し
て
尊そ

ん

敬け
い

し
こ
れ
か
ら
も
学ま

な

ん
で
い

く
が
、
国く

に

と
国く

に

と
の
関か

ん

係け
い

は
対た

い

等と
う

に
な
り
た
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
親お

や

分ぶ
ん

・
子こ

分ぶ
ん

関か
ん

係け
い

を
や
め
て
、
国く

に

と
し
て
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
対た

い

等と
う

の
関か

ん

係け
い

に
し
た
い
。
ズ
バ
リ
言い

え
ば
自じ

立り
つ

し
た
国く

に

、
独ど

く

立り
つ

し
た
国く

に

に

な
り
た
い
と
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
考か

ん
が
え
、
こ
の
国こ

く

書し
ょ

で
そ
の
考か

ん
が
え
を
実じ

っ

行こ
う

し
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
続つ

づ

け
て
、齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
黒こ

く

板ば
ん

に
書か

い
た
。

　
東

ひ
む
が
しの
天て

ん

皇の
う

、
敬つ

つ

し
み
て
、
西に

し

の
皇こ

う

帝て
い

に
白も

う

す
。

　

今こ
ん

度ど

は
す
ぐ
に
読よ

み
方か

た

を
教お

し

え
、
全ぜ

ん

員い
ん

で
斉さ

い

読ど
く

す
る
。

　
「
ヒ
ム
ガ
シ
の
テ
ン
ノ
ウ
、
つ
つ
し
み
て
、
ニ
シ
の
コ
ウ
テ
イ

に
も
う
す
。」

　
こ
れ
は
、
そ
の
翌よ

く

年と
し

に
、
再ふ

た
た
び
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

に
送お

く
っ
た
国こ

く

書し
ょ

の

書か

き
出だ

し
で
す
。
東ひ

が
しの
国く

に

日に

本ほ
ん

の
天て

ん

皇の
う

が
、
西に

し

の
国く

に

隋ず
い

の
皇こ

う

帝て
い

に
心こ

こ
ろを
こ
め
て
申も

う

し
上あ

げ
る
、
と
い
う
意い

味み

で
す
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
、
こ
の
と
き
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
冊さ

く

封ほ
う

体た
い

制せ
い

か
ら
外は

ず

れ

て
独ど

く

立り
つ

す
る
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
日に

本ほ
ん

を
対た

い

等と
う

な
関か

ん

係け
い

に
す
る
と
い
う

大だ
い

方ほ
う

針し
ん

を
変か

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
わ
か
る
言こ

と

葉ば

は
ど

れ
で
し
ょ
う
。

　
「〈
皇こ

う

帝て
い

〉
と
〈
天て

ん

皇の
う

〉
だ
と
思お

も

い
ま
す
」
と
す
ぐ
に
一ひ

と

人り

の

生せ
い

徒と

が
答こ

た

え
た
。

　

そ
の
通と

お

り
で
す
。〈
皇こ

う

〉
と
い
う
字じ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
〈
皇こ

う

帝て
い

〉
だ

け
が
使つ

か

え
る
特と

く

別べ
つ

な
文も

字じ

で
し
た
。
だ
か
ら
、
子こ

分ぶ
ん

の
国く

に

の

王お
う

様さ
ま

に
は
〈
王お

う

〉
と
い
う
字じ

を
使つ

か

わ
せ
て
い
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
手て

紙が
み

で
日に

本ほ
ん

の
王お

う

は
〈
天て

ん

皇の
う

〉
で
す
よ
と
言い

っ
た

わ
け
で
す
。「
こ
れ
か
ら
は
日に

本ほ
ん

も
〈
皇こ

う

〉
の
字じ

を
使つ

か

い
ま
す
」

と
い
う
事こ

と

で
す
。

　

天て
ん

皇の
う

に
は
北ほ

っ

極き
ょ
く

星せ
い

と
い
う
意い

味み

が
あ
る
そ
う
で
す
。
天て

ん

の

星ほ
し

は
す
べ
て
北ほ

っ

極き
ょ
く

星せ
い

の
周ま

わ

り
を
回ま

わ

り
ま
す
ね
。
国く

に

の
ま
と
ま

り
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
い
う
感か

ん

じ
が
よ
く
表あ

ら
われ
て
い
る
言こ

と

葉ば

で
す
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
皇こ

う

帝て
い

は
ま
た
怒お

こ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、実じ

っ

際さ
い

は
ど
う
だ
っ

た
か
、
記き

録ろ
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
後あ

と

も
遣け

ん

隋ず
い

使し

は
続つ

づ

け
ら
れ
た
の
で
、
隋ず

い

は
〈
天て

ん

皇の
う

〉
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
受う

け

入い

れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
国こ

く

書し
ょ

に
よ
っ
て
、
日に

本ほ
ん

の

自じ

立り
つ

は
完か

ん

成せ
い

し
た
と
見み

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

は
、
見み

事ご
と

に
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
進す

す

ん
だ
文ぶ

ん

化か

を
学ま

な

ぶ
」

「
国く

に

と
し
て
は
自じ

立り
つ

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
対た

い

等と
う

に
つ
き
あ
う
」
と
い
う

二ふ
た

つ
の
ね
ら
い
を
実じ

つ

現げ
ん

し
た
の
で
す
。

　
こ
の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うの
あ
と
で
、
子こ

供ど
も

た
ち
は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
感か

ん

想そ
う

文ぶ
ん

を

書か

い
た
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
い
な
か
っ
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
今い

ま

で
も
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
家け

来ら
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
か
な
と
思お

も
っ
た
。
国く

に

の
大お

お

き
さ
や
力ち

か
らは
ち
が
っ
て
も
、
同お

な

じ
国く

に

々ぐ
に

な
の
だ
か
ら
、
対た

い

等と
う

に
つ
き
あ
う
の
が
よ
い
と
思お

も
っ
た
。

８
．
子こ

供ど
も

た
ち
の
感か

ん

想そ
う

９
．
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

に
欠か

け
て
い
る
も
の
を

         

教お
し

え
る
歴れ

き

史し

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

わ
が
国く

に

の
未み

来ら
い

を
開ひ

ら

き
、
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
立り

っ

派ぱ

に
活か

つ

躍や
く

し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
齋さ

い

藤と
う

武た
け

夫お

、「
学が

っ

校こ
う

で

ま
な
び
た
い
歴れ

き

史し

」、
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
１
５

５
．そ
ん
な
に
う
ま
く
い
く
の
か
？

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
方ほ

う

針し
ん

は
す
ご
く
い
い
と
思お

も

っ
た
。「
自じ

分ぶ
ん

の
国く

に

は
自じ

分ぶ
ん

の
足あ

し

で
立た

つ
！
」「
今い

ま

ま
で
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

で
は
だ
め

だ
」。
そ
う
気き

づ
い
た
の
だ
と
思お

も

う
。・
・
・
今い

ま

こ
う
し
て
「
日に

本ほ
ん

」
と
い
う
国く

に

が
独ど

く

立り
つ

し
て
や
っ
て
い
け
る
の
も
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の

お
か
げ
だ
と
思お

も
っ
た
。

　

聖
し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
隋ず

い

と
大
和や

ま
と（
日に

本ほ
ん

）
が
平

び
ょ
う

等ど
う

に
つ
き
あ
え
る

国く
に

に
す
る
と
い
う
考か

ん
が
え
は
、
ふ
つ
う
の
人ひ

と

は
思お

も

い
つ
か
な
い
。

私わ
た
しな
ら
、
自じ

立り
つ

し
た
ら
も
う
つ
き
あ
い
は
な
い
と
思お

も

っ
て
し
ま

う
。
独ど

く

立り
つ

は
つ
き
あ
い
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
現げ

ん

在ざ
い

の

日に

本ほ
ん

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

も
昔む

か
しを
見み

習な
ら
っ
て
ほ
し
い
と
思お

も
っ
た
。

　

隋ず
い

に
、
日に

本ほ
ん

も
隋ず

い

も
平

び
ょ
う

等ど
う

だ
と
い
う
手て

紙が
み

を
出だ

し
た
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
勇ゆ

う

気き

に
感か

ん

動ど
う

し
ま
し
た
。
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

に
怒お

こ

ら
れ
た
り

ど
な
ら
れ
た
り
し
た
の
を
耐た

え
た
小お

の

野の

妹い
も

子こ

も
、
す
ご
い
根こ

ん

性じ
ょ
うだ
な
と
感か

ん

心し
ん

し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
み
ん
な
と
少す

こ

し
ち
が
っ
て
、
わ
ざ
と
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

を
怒お

こ

ら
す
な
ん
て
「
何な

に

や
っ
て
る
ん
だ
よ
」
と
思お

も

っ
て
い
た
。
自じ

分ぶ
ん

が
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
ん
な
危き

険け
ん

な
賭か

け
は
や
ら

な
か
っ
た
と
思お

も

っ
た
。
ぼ
く
も
日に

本ほ
ん

を
独ど

く

立り
つ

さ
せ
た
い
と
思お

も

う

の
は
い
っ
し
ょ
だ
け
ど
、
も
っ
と
ち
が
う
や
り
方か

た

を
考か

ん
が
え
た
と

思お
も

う
。
た
だ
、
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

が
国く

に

づ
く
り
の
天て

ん

才さ
い

だ
と
い
う
こ
と

は
ま
ち
が
い
な
い
。
日に

本ほ
ん

の
国く

に

に
誇ほ

こ

り
を
持も

っ
て
い
る
の
だ
と

思お
も

う
。

　

生せ
い

徒と

た
ち
は
、
こ
の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うか
ら
実じ

つ

に
多お

お

く
の
事こ

と

を
受う

け
止と

め

て
い
る
。
国こ

っ

家か

の
独ど

く

立り
つ

と
対た

い

等と
う

な
外が

い

交こ
う

を
求も

と

め
る
気き

概が
い

、
時と

き

に
は
相あ

い

手て

を
怒お

こ

ら
し
て
も
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
貫か

ん

徹て
つ

す
る
交こ

う

渉し
ょ
う

力り
ょ
く、
そ
し

て
そ
の
根こ

ん

底て
い

に
あ
る
自じ

国こ
く

へ
の
誇ほ

こ

り
。
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

に
欠か

け
て
い

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

論ろ
ん

で
な
く
、
具ぐ

体た
い

的て
き

な
事じ

件け
ん

を
通と

お

し
て
学ま

な

べ
る
点て

ん

が
、
わ
が
国く

に

の
歴れ

き

史し

の
豊ゆ

た

か
さ
な
の
で
あ
る
。

そ
の
豊ゆ

た

か
な
地ち

下か

水す
い

脈み
ゃ
くか
ら
先せ

ん

祖ぞ

の
思お

も

い
や
考か

ん
が
え
を
引ひ

き
出だ

し
て
、
子こ

供ど
も

た
ち
の
素す

直な
お

な
感か

ん

性せ
い

に
注そ

そ

ぎ
込こ

み
、
そ
こ
か
ら

瑞み
ず

々み
ず

し
い
感か

ん

動ど
う

を
呼よ

び
起お

こ
す
齋さ

い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

方ほ
う

法ほ
う

に
は

感か
ん

嘆た
ん

の
念ね

ん

を
禁き

ん

じ
得え

な
い
。

　

齋さ
い

藤と
う

先せ
ん

生せ
い

の
「
学が

っ

校こ
う

で
学ま

な

び
た
い
歴れ

き

史し

」
に
は
、
さ
ら
に

キ
リ
シ
タ
ン
問も

ん

題だ
い

、
廃は

い

藩は
ん

置ち

県け
ん

、
東と

う

京き
ょ
う

裁さ
い

判ば
ん

な
ど
を
通つ

う

じ
て
、

我わ
れ

ら
の
父ふ

祖そ

が
ど
の
よ
う
な
思お

も

い
と
考か

ん
が
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
困こ

ん

難な
ん

な
時じ

代だ
い

を
生い

き
抜ぬ

い
て
き
た
の
か
、
を
生せ

い

徒と

に
考か

ん
が
え
さ
せ
る

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うが
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
育そ

だ
っ
た
子こ

供ど
も

た

ち
が
大お

と

人な

に
な
っ
た
ら
、
ま
さ
に
「
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
と
し
て
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示し
め

し
て
お
り
、「
元が

ん

来ら
い

は
オ
ー

ラ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
空く

う

間か
ん

の
美う

つ
く
し
さ
を
表あ

ら

わ
し
て
い

た
」と
の
こ
と
。
古こ

語ご

で
は「
に

ほ
い
」
は
色い

ろ

艶つ
や

、
美う

つ
く
し
さ
な

ど
視し

覚か
く

的て
き

な
も
の
を
感か

ん

じ
取と

る
こ
と
を
意い

味み

す
る
。
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

の
貴き

族ぞ
く

に
親し

た

し
ま
れ
た

「
薫た

き

物も
の

合あ

わ
せ
」
か
ら
「
香こ

う

道ど
う

」
へ
と
発は

っ

展て
ん

し
た
歴れ

き

史し

に

触ふ

れ
て
、「
高こ

う

価か

だ
っ
た
香か

お

り

が
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うや
実じ

つ

用よ
う

目も
く

的て
き

で
使つ

か

わ

れ
る
の
に
対た

い

し
て
、
香か

お

り
で

表ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
た
主し

ゅ

題だ
い

を
鑑か

ん

賞し
ょ
うし

そ
の
世せ

界か
い

に
遊あ

そ

ぶ
と
い
う
文ぶ

ん

化か

は
、
世せ

界か
い

で
も
日に

本ほ
ん

だ
け
」

と
特と

く

異い

性せ
い

を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
う。
故ゆ

え

に
、

　

日に

本ほ
ん

独ど
く

特と
く

の
香か

お

り
や
味あ

じ

の
文ぶ

ん

化か

つ
い
て
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
『
香こ

う

と
味あ

じ

（A
ro

m
a 

&
 Sab

o
r

）』
展て

ん

が
、
今こ

ん

月げ
つ

５
日か

か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（A

ven
id

a 
P

au
lista,5

2

）
２
階か

い

で
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
う。
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

を
頼た

よ

り
に
桜さ

く
らの
香か

お

り
を
見み

つ
け
て
ゆ
く
空く

う

間か
ん

藝げ
い

術じ
ゅ
つ「
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

の
た
め
の
迷め

い

路ろ

」
を
創そ

う

作さ
く

し
た
、
香か

お

り
の
藝げ

い

術じ
ゅ
つ

〃
嗅き

ゅ
う

覚か
く

ア
ー
ト
〃
作さ

っ

家か

・
上う

え

田だ

麻ま

希き

さ
ん
が
６
日か

、
講こ

う

演え
ん

し
た
。
香か

お

り
を
楽た

の

し
む
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

文ぶ
ん

化か

に
根ね

ざ

し
つ
つ
も
、
現げ

ん

代だ
い

藝げ
い

術じ
ゅ
つと
の
融ゆ

う

合ご
う

を
図は

か
っ
た
上う

え

田だ

さ
ん
の
作さ

く

品ひ
ん

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

が
集あ

つ

ま
っ
た
。

香こ
う

道ど
う

で
は
、
香か

お

り
を
『
臭か

ぐ
』

で
は
な
く
、『
聞き

く
』
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
る
と
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

開か
い

店て
ん

１
年ね

ん

を
迎む

か

え
た
「
ら

ー
め
ん
和か

ず

」
パ
ウ
リ
ス
タ
店て

ん

。

当と
う

初し
ょ

は
昼ひ

る

時ど
き

を
過す

ぎ
る
と
客

き
ゃ
く

が
ま
ば
ら
と
な
り
、
想そ

う

定て
い

を

下し
た

回ま
わ

っ
て
い
た
。
で
も
「
今い

ま

で

は
認に

ん

知ち

度ど

が
上あ

が
っ
て
き
た

こ
と
に
加く

わ

え
、
寒さ

む

く
な
っ
て

き
た
こ
と
も
あ
り
、
客

き
ゃ
く

足あ
し

は

上じ
ょ
う

々じ
ょ
う」
と
か
。「
寄よ

り
道み

ち

し

て
、
お
酒さ

け

を
飲の

め
る
空く

う

間か
ん

に

し
た
い
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

や
焼

し
ょ
う

酎ち
ゅ
うな
ど
も
取と

り

揃そ
ろ

え
て
お
り
、
顧こ

客き
ゃ
くの
要よ

う

望ぼ
う

に

待た
い

を
込こ

め
た
。

　

本ほ
ん

展て
ん

は
「
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

と
味み

覚か
く

の

関か
ん

係け
い

」
―
ど
の
よ
う
に
人に

ん

間げ
ん

は
味あ

じ

を
認に

ん

識し
き

し
て
い
る
か
、
と

い
っ
た
科か

学が
く

的て
き

知ち

見け
ん

か
ら
説せ

つ

明め
い

さ
れ
た
展て

ん

示じ

か
ら
始は

じ

ま
り
、

竹た
け

、
檜ひ

の
き、
緑

り
ょ
く

茶ち
ゃ

な
ど
日に

本ほ
ん

特と
く

有ゆ
う

の
香か

お

り
の
体た

い

験け
ん

、
高た

か

砂さ
ご

香こ
う

料り
ょ
う

工こ
う

業ぎ
ょ
う

㈱か
ぶ

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ
る
、

無む

着ち
ゃ
く

色し
ょ
くに
し
た
梅う

め

、
メ
ロ
ン
、

醤し
ょ
う

油ゆ

、
山

わ
さ
び

葵
な
ど
の
味あ

じ

の
飴あ

め

の
試し

食し
ょ
くコ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設も

う

け
ら
れ
て
お
り
、
体た

い

験け
ん

的て
き

に

理り

解か
い

を
深ふ

か

め
ら
れ
る
よ
う
構こ

う

成せ
い

さ
れ
て
い
る
。

　

上う
え

田だ

さ
ん
は
、
０
５
年ね

ん

か

ら
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

活か
つ

動ど
う

を
始は

じ

め
、
蘭ら

ん

王お
う

立り
つ

美び

術
じ
ゅ
つ

大だ
い

学が
く

で
世せ

界か
い

初は
つ

の
同ど

う

コ
ー
ス

を
立た

ち
上あ

げ
る
な
ど
、
そ
の

道み
ち

の
第だ

い

一い
ち

人に
ん

者し
ゃ

だ
。
日に

本ほ
ん

古こ

来ら
い

の
香か

お

り
を
楽た

の

し
む
文ぶ

ん

化か

が
、

上う
え

田だ

さ
ん
の
作さ

く

風ふ
う

に
も
影え

い

響
き
ょ
う

し
て
い
る
と
い
う
。

　

上う
え

田だ

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
匂に

お

　

ヤ
マ
ト
商

し
ょ
う

事じ

（
高た

か

木ぎ

和か
ず

博ひ
ろ

社し
ゃ

長ち
ょ
う）
が
経け

い

営え
い

す
る
味み

噌そ

ラ

ー
メ
ン
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

「
ら
ー
め
ん

和か
ず

」
は
、
開か

い

店て
ん

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
て
、
６
月が

つ

１
９
日に

ち

、

リ
ベ
ル
ダ
ー
デ
店て

ん

（R
u

a 
T

o
m

a
z G

o
n

z
a

g
a

, 
51

）、
パ
ウ
リ
ス
タ
店て

ん

（A
la

m
ed

a S
a

n
to

s, 
5

3

）
の
２
店て

ん

舗ぽ

で
記き

念ね
ん

特と
く

典て
ん

を
準

じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
。

　

同ど
う

社し
ゃ

は
、
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
２
０
０
８
年ね

ん

６

月が
つ

１
８
日に

ち

の
「
移い

民み
ん

の
日ひ

」

に
東と

う

洋よ
う

街が
い

一い
ち

号ご
う

店て
ん

を
オ
ー
プ

ン
。
こ
れ
は
同ど

う

店て
ん

を
提て

い

携け
い

支し

援え
ん

す
る
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

ト
ラ
イ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
田た

所ど
こ
ろ

史ふ
み

之ゆ
き

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
本ほ

ん

社し
ゃ

＝
千ち

葉ば

県け
ん

）
の
「
海か

い

外が
い

１
号ご

う

店て
ん

」
と

な
っ
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

に
は
ビ
ジ
ネ
ス
街が

い

で

賑に
ぎ

わ
う
パ
ラ
イ
ー
ゾ
の
一い

っ

等と
う

地ち

に
念ね

ん

願が
ん

の
二に

号ご
う

店て
ん

を
オ
ー

い
に
対た

い

す
る
接せ

っ

近き
ん

法ほ
う

は
日に

本ほ
ん

と
西せ

い

欧お
う

で
は
明め

い

確か
く

に
異こ

と

な
る

と
い
う
。
西せ

い

欧お
う

に
お
い
て
「
○

○
の
匂に

お

い
」
と
香か

お

り
が
特と

く

定て
い

プ
ン
さ
せ
、
１
０
年ね

ん

間か
ん

で
総そ

う

来ら
い

客き
ゃ
く

数す
う

は
延の

べ
９
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うに
上の

ぼ

っ
た
。

　

麺め
ん

も
ス
ー
プ
も
日に

本ほ
ん

か
ら

の
直

ち
ょ
く

輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

に
こ
だ
わ
る
同ど

う

社し
ゃ

。
長は

谷せ

川が
わ

洋よ
う

二じ

取と
り

締し
ま
り

役や
く

に

よ
れ
ば
、
輸ゆ

入に
ゅ
うコ
ス
ト
の
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
う

に
も
関か

か
わ

ら
ず
、「
と
も
か

く
お
客き

ゃ
く

さ
ん
に
喜よ

ろ
こ

ん
で
も
ら

い
た
く
て
、
こ
の
２
年ね

ん

間か
ん

は

値ね

上あ

げ
を
せ
ず
に
何な

ん

と
か
瀬せ

戸と

際ぎ
わ

で
踏ふ

ん
張ば

っ
て
き
た
」

来
らい

社
しゃ

した実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

の皆
みな

さん

　

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
会か

い

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

（
吉よ

し

田だ

章あ
き

則の
り

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
、

『
第だ

い

６
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
会か

い

』
を
１
６
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

半は
ん

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
（R

u
a M

an
u

el 
d

e P
a

iv
a 4

5
, V

ila 
M

ariana

）
で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

留
り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
進し

ん

路ろ

設せ
っ

計け
い

を
考

か
ん
が

え
る
た
め
に
、
社し

ゃ

会か
い

人じ
ん

か
ら

話は
な
し

を
聞き

き
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

す
る
。

半は
ん

期き

毎ご
と

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
毎ま

い

回か
い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

か
ら
３
０
人に

ん

程て
い

度ど

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
集あ

つ
ま

り
、
今こ

ん

回か
い

は
聖せ

い

州し
ゅ
うの
ほ
か
、
北ほ

く

東と
う

部ぶ

や

リ
オ
州し

ゅ
う

な
ど
か
ら
の
参さ

ん

加か

が

見み

込こ

ま
れ
て
い
る
。

　

社し
ゃ

会か
い

人じ
ん

１
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うを
招

し
ょ
う

待た
い

し
て
お
り
、
味あ

じ

の
素も

と

の
人じ

ん

事じ

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ

ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

の
次じ

長ち
ょ
う
ら
が
講こ

う

演え
ん

す
る
予よ

定て
い

。
ま
た
、「
働

は
た
ら

く
こ
と
」「
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

」「
人じ

ん

生せ
い

像ぞ
う

」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行お

こ
な

う
。

会か
い

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

後ご

に
は
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め

応お
う

じ
て
つ
ま
み
類る

い

も
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し

て
い
く
見み

通と
お

し
だ
と
い
う
。
エ

ス
タ
ー
ド
紙し

が
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

刊か
ん

行こ
う

し
た
「
パ
ラ
ダ
ー
ル
（
味み

覚か
く

）」

特と
く

集し
ゅ
う

号ご
う

『
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
美び

食し
ょ
く１
０
０
選せ

ん　

１
７
／
１
８

年ね
ん

度ど

版ば
ん

』
で
は
、「
居い

酒ざ
か

屋や

カ
テ
ゴ
リ
ー
」
が
新あ

ら

た
に
追つ

い

加か

さ
れ
、
居い

酒ざ
か

屋や

ブ
ー
ム
が

到と
う

来ら
い

し
つ
つ
あ
る
。
ラ
ー
メ
ン

ブ
ー
ム
に
加く

わ

え
て
、
居い

酒ざ
か

屋や

ブ
ー
ム
の
需じ

ゅ

要よ
う

を
取と

り
込こ

む

一い
っ

石せ
き

二に

鳥ち
ょ
うの
策さ

く

と
な
る
か
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
１
７
年ね

ん

卒そ
つ

の
新し

ん

卒そ
つ

内な
い

定て
い

率り
つ

が
９
７
％
超ち

ょ
う

に
達た

っ

し
、

日に

本ほ
ん

の
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

活か
つ

動ど
う

は
空く

う

前ぜ
ん

の
「
売う

り
手て

市し

場じ
ょ
う

」。
一い

っ

方ぽ
う

で

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
会か

い

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

の

佐さ

藤と
う

海か
い

斗と

さ
ん
は
「
希き

望ぼ
う

し

た
会か

い

社し
ゃ

に
入い

れ
な
か
っ
た
と

き
、
働は

た
ら

く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
ど
う
保た

も

つ
の
か
」
と
不ふ

安あ
ん

を
漏も

ら
し
、
菊き

く

池ち

ジ
ュ
リ
ア

ナ
由ゆ

美み

さ
ん
は
「
将

し
ょ
う

来ら
い

、
自じ

分ぶ
ん

が
何な

に

を
し
た
い
の
か
見み

つ

か
ら
な
い
し
、わ
か
ら
な
い
」

と
話は

な

し
た
。
働は

た
ら

き
口ぐ

ち

は
あ
っ

て
も
、
自じ

分ぶ
ん

の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
思お

も

い

描え
が

け
ず
苦く

労ろ
う

し
て
い
る
よ
う

だ
。「
氷

ひ
ょ
う

河が

期き

」
で
な
い
と

き
に
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

活か
つ

動ど
う

で
き
る
だ
け

で
も
、
あ
る
意い

味み

、
贅ぜ

い

沢た
く

な

悩な
や

み
？
！

り
の
源

み
な
も
とを
嗅か

ぎ
分わ

け
て
見み

つ

け
て
ゆ
く
と
い
う
、
ま
さ
に
、

香か
お

り
で
遊あ

そ

ぶ
と
い
う
現げ

ん

代だ
い

版ば
ん

「
香こ

う

道ど
う

」
だ
。

　

上う
え

田だ

さ
ん
は
「
お
花は

な

見み

の

た
め
に
一い

ち

番ば
ん

い
い
木き

の
下し

た

の
絶ぜ

っ

好こ
う

の
場ば

所し
ょ

を
押お

さ
え
る
の
が

新し
ん

入に
ゅ
う

社し
ゃ

員い
ん

の
仕し

事ご
と

に
な
っ
て

い
る
」
と
語か

た

り
、「
こ
の
展て

ん

示じ

は
、
お
花は

な

見み

を
隠い

ん

喩ゆ

し
て
い

る
。
桜さ

く
ら
の
仄ほ

の

か
な
香か

お

り
を
楽た

の

し
む
た
め
に
１
年ね

ん

を
待ま

ち
侘わ

び
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
精せ

い

神し
ん

性せ
い

を
感か

ん

じ
取と

っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期き

上う
え

田だ

さ
ん
「
日に

本ほ
ん

の
精せ

い

神し
ん

性せ
い

を
感か

ん

じ
て
」

香か
お

り
を
〃
聞き

く
〃
文ぶ

ん

化か

の
粋い

き

と
い
う
。

　

開か
い

店て
ん

１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を

迎む
か

え
、「
今こ

ん

日に
ち

が
あ
る
の
は

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
お
か
げ
。
移い

民み
ん

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

で
開か

い

店て
ん

し
た
店み

せ

だ

か
ら
こ
そ
、
移い

民み
ん

に
対た

い

す
る

感か
ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
を
表あ

ら

わ
し
た

か
っ
た
」
と
思お

も

い
を
語か

た

る
。

　

当と
う

日じ
つ

の
来ら

い

客き
ゃ
くに
は
、
ト
ー

ト
バ
ッ
ク
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

ボ
ー
ル
な
ど
和か

ず

オ
リ
ジ
ナ

ル
・
グ
ッ
ズ
の
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

、

社し
ゃ

会か
い

人じ
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
う

し
将し

ょ
う

来ら
い

を
考か

ん
が

え
る

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
会か

い

、
１
６
日に

ち

開か
い

催さ
い

『
西せ

い

風ふ
う

』
第だ

い

７
号ご

う

を
刊か

ん

行こ
う

ブ
ラ
ジ
ル
の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

、
捕ほ

鯨げ
い

体た
い

験け
ん

プ
ロ
の
写し

ゃ

真し
ん

家か

に
よ
る
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

ほ
か
、
味み

噌そ

漬づ

け
コ
ス

テ
ー
ラ
や
飲の

み
物も

の

の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
盛も

り

沢だ
く

山さ
ん

の
特と

く

典て
ん

を

準じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
る
。

　

長は

谷せ

川が
わ

取と
り

締し
ま
り

役や
く

は
、
今こ

ん

後ご

の
展て

ん

望ぼ
う

に
つ
い
て
「
麺め

ん

の
コ

ス
ト
を
抑お

さ

え
る
た
め
に
も
、

日に

本ほ
ん

以い

上じ
ょ
うの
品ひ

ん

質し
つ

の
も
の
を

当と
う

地ち

で
作つ

く

れ
な
い
か
検け

ん

討と
う

を

重か
さ

ね
て
い
き
た
い
」
と
い
い
、

「
地ち

方ほ
う

か
ら
も
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
店て

ん

を
展て

ん

開か
い

し
た
い
と
の

要よ
う

望ぼ
う

も
で
て
い
る
。
い
ず
れ

は
暖の

簾れ
ん

分わ

け
も
で
き
れ
ば
」

と
見み

通と
お

し
た
。

　

営え
い

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

は
、
午ご

前ぜ
ん

１
１

時じ

～
午ご

後ご

３
時じ

（
パ
ウ
リ
ス

タ
店て

ん

は
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

半は
ん

か
ら

午ご

後ご

３
時じ

半は
ん

）、
午ご

後ご

５
時じ

半は
ん

～
１
０
時じ

半は
ん

ま
で
。

を
半は

ん

年と
し

に
一い

ち

度ど

ほ
ど
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し

て
い
る
。

　

２
０
１
６
年ね

ん

に
亡な

く
な
っ

た
人じ

ん

文ぶ
ん

科か

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

元も
と

所し
ょ

長ち
ょ
うで
西せ

い

風ふ
う

会か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

メ
ン
バ

（７） ２０１８年第５０１５号 	 ６月	 ９日	（土曜日）

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
感か

ん

謝し
ゃ

、
19
日に

ち

に
記き

念ね
ん

特と
く

典て
ん

開か
い

店て
ん

10
周し

ゅ
う

年ね
ん

で
総そ

う

来ら
い

客き
ゃ
く

数す
う

90
万ま

ん

人に
ん

超ち
ょ
う

らーめん和
かず

上
うえ

田
だ

麻
ま

希
き

さん

１０周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えるリベルダーデ店
てん

（提
てい

供
きょう

写
しゃ

真
しん

）

Ｊ
Ｈ「
香こ

う

と
味あ

じ

」展て
ん

、９
月が

つ

末ま
つ

ま
で

西
せい

風
ふう

第
だい

７号
ごう

ー
だ
っ
た
宮み

や

尾お

進す
す
むさ
ん
に
よ

る
「
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
将

し
ょ
う

来ら
い

」
を
掲け

い

載さ
い

。

初し
ょ

期き

移い

民み
ん

の
生せ

い

活か
つ

や
戦せ

ん

後ご

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
つ
い
て
豊ほ

う

富ふ

な

周し
ゅ
う

辺へ
ん

知ち

識し
き

と
と
も
に
紹

し
ょ
う

介か
い

す

る
。

　

｢

鯨く
じ
ら

と
仲な

か

間ま

た
ち｣

（
早は

や

川か
わ

鉄て
つ

三ぞ
う

）
は
６
０
年ね

ん

代だ
い

に
ブ

ラ
ジ
ル
で
捕ほ

鯨げ
い

に
携た

ず
さ

わ
っ
た

著ち
ょ

者し
ゃ

が
そ
の
体た

い

験け
ん

を
記し

る

し
た

も
の
。
捕ほ

鯨げ
い

の
歴れ

き

史し

を
た
ど

る
と
と
も
に
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

黒く
ろ

帯お
び

で

あ
る
こ
と
か
ら
鯨げ

い

肉に
く

泥ど
ろ

棒ぼ
う

退た
い

治じ

を
任ま

か

さ
れ
る
な
ど
爽そ

う

快か
い

な

活か
つ

劇げ
き

が
織お

り
込こ

ま
れ
て
い

る
。

　

そ
の
他ほ

か

、
西せ

い

風ふ
う

会か
い

メ
ン
バ

ー
よ
る
座ざ

談だ
ん

会か
い

「
海か

い

外が
い

移い

住
じ
ゅ
う

し
て
、
見み

え
て
来き

た
も
の
」

な
ど
を
収

し
ゅ
う

録ろ
く

。
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
中な

か

島し
ま

宏ひ
ろ
しさ
ん
（
電で

ん

話わ

＝
１
１ 

・

３
１
０
６
・
２
０
０
９
、
メ

ー
ル
＝n

a
k

a
sh

im
a 

16
4

@
g

m
ail.com

）
ま

で
連れ

ん

絡ら
く

を
。
送そ

う

料り
ょ
うも
西せ

い

風ふ
う

会か
い

が
負ふ

担た
ん

し
、
無む

料り
ょ
う

配は
い

布ふ

し
て

い
る
。

さ
れ
る
の
に
対た

い

し
、
日に

本ほ
ん

で
は

「
ふ
ん
わ
り
し
た
捉と

ら

え
ど
こ

ろ
の
な
い
も
の
。
そ
れ
を
通つ

う

じ

て
季き

節せ
つ

を
感か

ん

じ
る
な
ど
隠い

ん

喩ゆ

お
り
、
本ほ

ん

展て
ん

の
「
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

の
た

め
の
迷め

い

路ろ

」
も
ど
の
よ
う
な

香か
お

り
に
置お

き
換か

え
て
も
、
楽た

の

し
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。「
西せ

い

欧お
う

の
作さ

っ

家か

は
、
香か

お

り
に
意い

味み

を
持も

た
せ
る
の
が

一い
っ

般ぱ
ん

的て
き

。
で
も
、
香か

お

り
の
感か

ん

じ
方か

た

は
文ぶ

ん

化か

に
よ
り
違ち

が

う
も

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決き

め
て
い

い
も
の
だ
と
考か

ん
が
え
て
い
る
」
と

の
こ
と
。「
香か

お

り
の
道み

ち

」
も
奥お

く

が
深ふ

か

い
。

　
　
　
　
　

◎

　

上う
え

田だ

さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
に

お
い
（
丹に

穂お

い
）」
の
語ご

源げ
ん

を
辿た

ど

る
と
、
丹に

は
「
赤あ

か

色い
ろ

」、

穂お

は
「
湧わ

き
出で

る
」
こ
と
を

　

〃
嗅き

ゅ
う

覚か
く

ア
ー
ト
〃
作さ

っ

家か

・

上う
え

田だ

麻ま

希き

さ
ん
に
よ
れ
ば
、

香か
お

り
を
抽

ち
ゅ
う

出し
ゅ
つす
る
実じ

っ

験け
ん

を

し
て
い
る
際さ

い

、
味み

噌そ

汁し
る

の
蒸

じ
ょ
う

留り
ゅ
う

水す
い

を
嗅か

い
だ
あ
る
蘭ら

ん

人じ
ん

に

「
洪こ

う

水ず
い

の
後あ

と

に
地ち

下か

室し
つ

が
濡ぬ

れ
て
腐く

さ

っ
た
匂に

お

い
の
よ
う
だ
」

と
言い

わ
れ
た
こ
と
で
、「
香か

お

り

に
意い

味み

を
持も

た
せ
て
は
い
け

な
い
」
と
ハ
ッ
と
し
た
の
だ
と

か
。
そ
れ
以い

来ら
い

、
上う

え

田だ

さ
ん

の
作さ

く

品ひ
ん

は
、
他た

の
香か

お

り
に
置お

き
換か

え
て
も
、
コ
ン
セ
プ
ト

が
変か

わ
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て

る
。
そ
の
仲な

か

間ま

同ど
う

士し

で
意い

識し
き

を
高た

か

め
あ
い
、
将

し
ょ
う

来ら
い

に
つ
い
て

し
っ
か
り
考か

ん
が

え
る
機き

会か
い

に
し
た

い
」
と
話は

な

し
、「
関か

ん

心し
ん

の
あ
る

方か
た

は
出

し
ゅ
っ

席せ
き

く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

会か
い

（ryu
ga 

k
u

s
e

in
o

k
a
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r

@
gm

ail.com

）
ま
で
。

る
た
め
の

シ
ュ
ハ
ス
コ

を
予よ

定て
い

し

て
い
る
。

　

案あ
ん

内な
い

の

た
め
に
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

の

５
人に

ん

が
来ら

い

社し
ゃ

。
野の

田だ

沙さ

希き

さ
ん

は
「
私わ

た
し

た

ち
は
ブ
ラ

ジ
ル
と
い
う

留り
ゅ
う

学が
く

先さ
き

と

し
て
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
国く

に

に
来き

て
い

嗅
きゅう

覚
かく

を頼
たよ

りに桜
さくら

の香
かおり

を探
さが

す迷
めい

路
ろ

と
な
っ
て
い
る
」と
指し

摘て
き

す
る
。

　

同ど
う

館か
ん

広こ
う

報ほ
う

に
よ
れ
ば
、「
旨う

ま

み
」
や
「
香こ

う

道ど
う

」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

　

西せ
い

風ふ
う

会か
い

は
『
西せ

い

風ふ
う

』
第だ

い

７

号ご
う

（
２
３
７
頁ペ

ー
ジ

）
を
４
月が

つ

に

刊か
ん

行こ
う

し
た
。
毎ま

い

月つ
き

１
回か

い

集あ
つ

ま

っ
て
議ぎ

論ろ
ん

す
る
私し

的て
き

な
研け

ん

究
き
ゅ
う

会か
い

で
、
体た

い

験け
ん

談だ
ん

や
調

ち
ょ
う

査さ

内な
い

容よ
う

ど
、
本ほ

ん

展て
ん

テ
ー
マ
に
関か

ん

連れ
ん

し

た
企き

画か
く

を
多た

数す
う

計け
い

画か
く

し
て

い
る
と
い
う
。
本ほ

ん

展て
ん

は
９
月が

つ

３
０
日に

ち

ま
で
。

天て
ん

井じ
ょ
うか
ら
吊つ

る
さ
れ
た
数す

う

十
じ
ゅ
っ

本ぽ
ん

の
瓶び

ん

の
中な

か

か
ら
、
桜さ

く
ら
の
香か

お

　

本ほ
ん

展て
ん

で
設せ

っ

置ち

さ
れ
る
「
嗅

き
ゅ
う

覚か
く

の
た
め
の
迷め

い

路ろ

」
で
は
、
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Príncipe e princesa Akishino 
participam de cerimônia no Havaí
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Família Imperial (08/06/2018)

O príncipe e a princesa 
Akishino do Japão partici-
param de uma cerimônia, no 
Havaí, para comemorar os 
150 anos da imigração japo-
nesa na região.
O Havaí foi o destino dos 
emigrantes japoneses em 
1868.
Dança havaiana e outros 
entretenimentos, com a par-

ticipação dos descendentes 
de imigrantes, marcaram 
a abertura da cerimônia na 
quinta-feira.
O governador do Havaí, 
David Ige, nipo-americano 
de terceira geração, disse 
aos participantes que espera 
continuar carregando o espí-
rito dos primeiros imigran-
tes e dedicar esforços para 

fortalecer os laços do Havaí 
com o Japão.
O príncipe Akishino afir-
mou, em um discurso, que 
irá lembrar que contribui-
ções grandiosas foram feitas 
pelos imigrantes japoneses e 
seus filhos para o desenvol-
vimento do Havaí, mesmo 
quando eles tinham que lutar 
para superar dificuldades.

O primeiro-ministro do 
Japão será recebido em Wa-
shington pelo presidente dos 
Estados Unidos nesta quin-
ta-feira, véspera da partici-
pação de ambos na reunião 
de cúpula do Grupo dos Sete 
no Canadá, que começa sex-
ta-feira.
Neste Comentário, o jor-
nalista Takeshi Masuda, da 
NHK, fala da finalidade da 
conversa entre Shinzo Abe e 
Donald Trump e da pauta do 
encontro.
“Abe pretendia negociar 
pessoalmente com Trump 
antes da primeira reunião de 
cúpula entre os Estados Uni-
dos e a Coreia do Norte pro-
gramada para a semana que 
vem. Inicialmente o premiê 
japonês havia planejado dia-
logar com o presidente ame-
ricano na cúpula do G-7. 
Teve o receio, porém, de que 
não haveria tempo suficien-
te para a longa discussão 
pretendida. Por isso, decidiu 
fazer a escala em Washing-
ton para a audiência pessoal 
com Trump. A decisão tam-
bém pode ter relação com 
o ceticismo do primeiro-
ministro quanto à atitude a 
ser adotada pelo presidente 
americano na iminente reu-
nião com o líder supremo da 
Coreia do Norte, Kim Jong 
Un.
O Japão receia a possibili-
dade de que Trump, para an-

Após a cerimônia, o prínci-
pe e a princesa Akishino vi-
sitaram um campus da Uni-
versidade do Havaí. O casal 
conversou com os alunos 
que estudam, ali, a língua 
japonesa. O campus abriga 
mais de 200 estudantes do 
Japão e serve como centro 
de intercâmbio entre jovens.

Comentário (07/06/2018)

Primeiro-ministro japonês 
fará últimos pleitos a Trump

tecipar resultados, faça con-
cessões a Kim nas questões 
nuclear e de mísseis.
Há uma grande expectativa 
entre apoiadores do presi-
dente dos Estados Unidos 
de que um acordo de desnu-
clearização com Pyongyang 
possa lhe valer um Nobel 
da Paz. O próprio Donald 
Trump deve ver o encon-
tro como rara oportunidade 
para ser lembrado como um 
dos maiores presidentes da 
história. O fato é que, nos 
últimos tempos, a sua atitu-
de com respeito à Coreia do 
Norte vem se tornando nota-
velmente conciliatória e oti-
mista. Na semana passada, 
o chefe de Estado chegou 
a declarar que não deseja 
mais usar a expressão ‘pres-
são máxima’ ao se referir ao 
país asiático.
A declaração causou impac-
to no governo japonês por-
que ‘pressão máxima’ é uma 
expressão simbólica usada 
repetidas vezes em referên-
cia ao regime norte-coreano 
por autoridades japonesas e 
americanas.
Desse modo, o primeiro-
ministro do Japão pretende 
insistir com Trump para que 
não alivie a pressão até ob-
ter de Pyongyang o compro-
misso de se desnuclearizar 
de modo completo, compro-
vável e irreversível.
Além disso, Shinzo Abe 

quer reiterar o pedido de 
que o presidente americano 
trate na cúpula da questão 
dos sequestros de japoneses 
pelo regime norte-coreano. 
Pretende acrescentar que 
o Japão não oferecerá as-
sistência para a Coreia do 
Norte sem uma resolução da 
questão.
O premiê quer ainda a cola-
boração de Washington para 
convencer Pyongyang a se 
desfazer de todos os seus 
mísseis, incluindo os de cur-
to e médio alcances capazes 
de atingir o Japão.
No diálogo com Abe, Trump 
provavelmente vai demons-
trar compreensão com res-
peito aos pedidos. Será di-
fícil, contudo, antecipar o 
modo como tratará deles na 
reunião com o líder supremo 
da Coreia do Norte. Por isso 
é que o premiê quer fazer 
um último pleito ao presi-
dente dos Estados Unidos. 
Será um momento em que 
Abe vai colocar à prova o 
relacionamento de confian-
ça estabelecido arduamente 
com Trump.”
 ministros da Defesa do Ja-
pão e dos Estados Unidos 
concordaram em manter 
pressão sobre a Coreia do 
Norte visando fazer com 
que esta abandone comple-
tamente suas armas de des-
truição em massa e mísseis 
balísticos.
Na terça-feira, o ministro 
da Defesa do Japão, Itsuno-
ri Onodera, se reuniu com 
o secretário de Defesa dos 
Estados Unidos, Jim Mattis, 

Este ano marca os 150 
anos da imigração japonesa 
no Havaí. Em 1868, os pri-
meiros japoneses chegaram 
para trabalhar em planta-
ções de cana-de-açúcar e 
engenhos. Uma cerimônia 
em Honolulu no dia 7 de 
junho vai celebrar a data. O 
primeiro grupo de imigran-
tes japoneses do arquipéla-
go havaiano era composto 
por cerca de 150 pessoas. 
Alguns voltaram para o Ja-
pão posteriormente; alguns 
se fixaram na região; en-
quanto outros se mudaram 
para a porção continental 
dos Estados Unidos. Duran-
te a Guerra do Pacífico, uma 
ordem presidencial emitida 
depois do ataque japonês 
em Pearl Harbor confinou 
em campos de concentração 
cerca de 120 mil nipo-ame-
ricanos em todo o país, in-
cluindo no Estado do Havaí. 

E a vida nestes locais não 
foi nada fácil.
No Comentário de hoje, 
vamos ouvir o professor 
Toshihiro Minohara, da 
pós-graduação em Direito e 
Política da Universidade de 
Kobe. Minohara, nikkei da 
quarta geração de imigran-
tes japoneses nos Estados 
Unidos, é especialista em 
política internacional, com 
foco em questões relaciona-
das com a imigração.
Ele diz: “O primeiro grupo 
de imigrantes japoneses no 
Havaí era de trabalhado-
res contratados. Eles foram 
para lá em resposta ao pe-
dido por mão de obra feito 
pelo Reino do Havaí. Na 
época, a ilha não pertencia 
aos Estados Unidos, e seria 
agregada posteriormente. 
Assim, este primeiro gru-
po de imigrantes japoneses 
foi um marco na história do 

movimento de pessoas entre 
os dois países. Agora, 150 
anos depois, muitos nipo-a-
mericanos atuam em áreas 
fundamentais da sociedade 
americana. Acredito que 
eles tiveram um importante 
papel na construção dos Es-
tados Unidos como um país 
mais desenvolvido.
No início, os chineses eram 
o maior grupo de imigrantes 
nos Estados Unidos. Mais 
tarde, houve um grande 
número de imigrantes do 
Japão. Os Estados Unidos 
foram por muito tempo uma 
sociedade de maioria cristã. 
Mas o influxo de pessoas 
vindas do oriente, com uma 
cultura totalmente diferente, 
representou uma oportuni-
dade para transformar radi-
calmente a nação america-
na.
Desde o começo do gover-
no Trump, a conjuntura po-

150 anos da imigração japonesa no Havaí
Comentário (06/06/2018)

lítica nos Estados Unidos 
se tornou mais anti-imigra-
tória. Por isso, acredito que 
agora é importante que os 
nipo-americanos se façam 
ouvir, tomem uma atitude e 
digam que a força dos Esta-
dos Unidos reside em seus 
imigrantes e na diversidade.
As relações entre o Japão 
e os Estados Unidos passa-
ram por altos e baixos nos 
últimos 150 anos, incluindo 
a Guerra do Pacífico. Tive-
mos períodos tumultuosos, 
mas os laços humanos per-
maneceram fortes. E os ni-
po-americanos serviram de 
ponte entre as duas nações.
Imigrantes japoneses se es-
palharam para diversas par-
tes do mundo, como Esta-
dos Unidos, Havaí, Brasil e 
Peru. Eles ajudaram a trazer 
prosperidade para os países 
onde se fixaram, e se torna-
ram importantes membros 
destas sociedades. Da mes-
ma forma, acredito que se o 
Japão aceitar pessoas quali-
ficadas vindas do exterior, o 
país vai se tornar mais rico e 
cada vez mais vibrante.”

O primeiro-ministro do Ja-
pão, Shinzo Abe, declarou 
estar preparado para reali-
zar negociações diretas com 
o líder norte-coreano, Kim 
Jong Un, de forma a solu-
cionar a questão dos seques-
tros de cidadãos japoneses.
Abe falou, em Washington, 
em uma entrevista coletiva 
ao lado do presidente ame-
ricano, Donald Trump, após 
a reunião na quinta-feira. 
As conversações acontecem 
antes da primeira cúpula 
entre os Estados Unidos e 
a Coreia do Norte, que de-
verá acontecer na próxima 
semana.
Ele disse que nenhum líder 
mundial compreende me-
lhor a questão dos seques-
tros do que o presidente 
Trump. Abe observou que 
ele levou muito tempo, 
durante o encontro com 
Trump, para explicar a posi-
ção do Japão ao presidente 
americano de forma que o 
mesmo pudesse entender a 
questão plenamente.
Ele disse que Trump prome-
teu levantar a questão dos 
sequestros por ocasião da 
cúpula dos Estados Unidos 

Especialistas japoneses es-
timaram pela primeira vez 
o dano econômico de longo 
prazo que seria causado por 
um possível megaterremoto 
na Fossa de Nankai, ao lar-
go da costa do Pacífico nas 
regiões central e oeste do 
Japão, ou na região metro-
politana de Tóquio.
A Sociedade Japonesa de 
Engenharia Civil divulgou 
um relatório na quinta-feira 
segundo o qual um mega-
terremoto iria interromper 
os sistemas de transporte 
e danificar instalações de 
produção, o que poderia re-
sultar em quedas na renda e 
produção a longo prazo.
O relatório diz que no pior 
dos cenários, um terremoto 
na Fossa de Nankai resul-
taria em danos econômicos 

Diplomacia  (08/06/2018)

Megaterremoto  (07/06/2018)

Premiê japonês se encontra 
com presidente americano

Especialistas divulgam relatório 
sobre danos econômicos em caso de 
megaterremotos no Japão

com a Coreia do Norte.
Abe disse esperar que a 
programada reunião de 
cúpula irá melhorar, de 
forma considerável, as 
condições de paz e se-
gurança no nordeste da 
Ásia.
Ele afirmou ainda que a 
Coreia do Norte poderá 
ter um futuro brilhante 
caso escolha o caminho 
certo, levando em conta 
os abundantes recursos e 
a mão de obra diligente 
da nação.
Abe ressaltou também 
ser extremamente im-
portante que uma possí-
vel cúpula entre o Japão 
e a Coreia do Norte leve 
a uma resolução da ques-
tão nuclear e de mísseis 
de Pyongyang, assim 
como a dos sequestros.
Abe afirmou que o Japão 
está pronto para solucio-
nar os eventos negativos 
do passado, bem como 
normalizar os laços di-
plomáticos, além de ofe-
recer cooperação econô-
mica para a Coreia do 
Norte.

no montante de 12,8 tri-
lhões de dólares, e um 
megaterremoto em Tó-
quio causaria 7 trilhões 
de dólares em danos ao 
longo dos 20 anos se-
guintes.
A estimativa para o terre-
moto na Fossa de Nankai 
equivale a aproximada-
mente 14 vezes o orça-
mento nacional para o 
atual ano fiscal, enquan-
to a estimativa para Tó-
quio equivale a 8 vezes 
esse montante.
O relatório também diz 
que danos de longo pra-
zo poderiam ser reduzi-
dos em 30 a 40 por cento 
por meio da construção 
de estradas, portos e di-
ques mais resistentes a 
terremotos.

no Havaí, em antecipação à 
possível realização da cúpu-
la entre Washington e Pyon-
gyang.
O encontro ocorreu na base 
do Comando do Pacífico dos 
Estados Unidos e teve cerca 
de uma hora de duração.
Onodera disse a Mattis que 
a cúpula entre Washington e 
Pyongyang deveria servir de 
oportunidade para promo-
ver avanços na resolução de 
questões envolvendo o de-
senvolvimento nuclear e de 
mísseis da Coreia do Norte, 
como também os sequestros 
de cidadãos japoneses por 
espiões norte-coreanos.
Ambos concordaram quan-
to a necessidade de fazer 
com que a Coreia do Nor-
te abandone suas armas de 
destruição em massa e todos 
os tipos de mísseis balísti-
cos, não somente os inter-
continentais mas também os 
de menor alcance. Mísseis 
balísticos intercontinentais 
norte-coreanos seriam capa-
zes de atingir a porção con-
tinental dos Estados Unidos, 
ao passo que os de menor 
alcance podem chegar até o 
Japão.
Itsunori Onodera e Jim Mat-
tis também concordaram 
que é vital fazer com que 
Pyongyang mude suas po-
líticas através da manuten-
ção da pressão, como, por 
exemplo, a cooperação na 
vigilância rígida contra o 
contrabando de produtos em 
alto-mar por embarcações 
norte-coreanas.
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